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「障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の支援
しえん

を権利
けんり

として総 合 的
そうごうてき

に保 障
ほしょう

する法 律
ほうりつ

」（案
あん

） 

法
ほう

の理念
りねん

、目 的
もくてき

、総 則
そうそく

部分
ぶぶん

 

 

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

「法
ほう

の理念
りねん

・目 的
もくてき

チーム
ち ー む

」 

２０１０年
ねん

１２月
がつ

８日
か

 

【前 文
ぜんぶん

】 

「わが国
くに

及
およ

び世界
せかい

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

は「完 全
かんぜん

参加
さんか

と平 等
びょうどう

」を目 的
もくてき

とした１９８

１年
ねん

の国 際
こくさい

障 害 者
しょうがいしゃ

年
ねん

とその後
ご

の国 連
こくれん

障 害 者
しょうがいしゃ

の１０年
ねん

により一 定
いってい

の進 展
しんてん

を遂
と

げたが、依然
いぜん

として多
おお

くの障 害 者
しょうがいしゃ

は他
ほか

の者
もの

と 平 等
びょうどう

な立場
たちば

にあるとは言
い

いがたい。 

 そのため、２００６年
ねん

１２月
がつ

国 連
こくれん

総 会
そうかい

にて「障 害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
けんり

に関
かん

する

条 約
じょうやく

」（以下
い か

「権利
けんり

条 約
じょうやく

」）が採 択
さいたく

され、２００７年
ねん

９月
がつ

に日本
にほん

政府
せいふ

も署 名
しょめい

し、２

００８年
ねん

５月
がつ

には国 際 的
こくさいてき

に発 効
はっこう

し、わが国
くに

も批 准
ひじゅん

に向
む

けた準 備
じゅんび

をすすめてきた。 

 この法 律
ほうりつ

の制 定
せいてい

はわが国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

保 障
ほしょう

を法 的
ほうてき

に根拠付
こんきょづ

け、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

に関
かん

する国 内 法
こくないほう

を権利
けんり

条 約
じょうやく

の水 準
すいじゅん

に引
ひ

き上
あ

げる障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

の改 革
かいかく

を目 的
もくてき

とする。 

 憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

、１４条
じょう

、２５条
じょう

等
とう

の諸規定
しょきてい

に基
もと

づき、障 害 者
しょうがいしゃ

は人 間
にんげん

として

の固有
こゆう

の尊 厳
そんげん

及
およ

び自由
じゆう

並
なら

びに生 存
せいぞん

が 平 等
びょうどう

に保 障
ほしょう

される基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を有
ゆう

して

おり、従 来
じゅうらい

この国
くに

で保護
ほ ご

の対 象
たいしょう

とされてきた障 害 者
しょうがいしゃ

が人 権
じんけん

行使
こうし

の主 人
しゅじん

公
こう

である

という改 革
かいかく

の理念
りねん

を確 認
かくにん

し、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
せさく

は憲 法
けんぽう

等
とう

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし

を支援
しえん

することをこの法 律
ほうりつ

の基本
きほん

とする。 

 さらにこの法 律
ほうりつ

は、権利
けんり

条 約
じょうやく

の掲
かか

げるインクルージョン
い ん く る ー じ ょ ん

、すなわち障 害 者
しょうがいしゃ

が

社 会
しゃかい

の中
なか

で当 然
とうぜん

に存 在
そんざい

し、障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず誰
だれ

もが排
はい

除
じょ

されず、分離
ぶんり

・

隔離
かくり

されずに共
とも

に生
い

きていく社 会
しゃかい

こそが自然
しぜん

な姿
すがた

であり、誰
だれ

にとっても生
い

きやすい

社 会
しゃかい

であるとの考
かんが

え方
かた

を基本
きほん

としている。それは、障 害
しょうがい

は個人
こじん

に責 任
せきにん

がなく、参加
さんか

を拒
こば

んでいる社 会
しゃかい

の側
がわ

に責 任
せきにん

があるとする考
かんが

え方
かた

を基礎
き そ

としており、わが国
くに

で

根強
ねづよ

い障 害
しょうがい

の個人
こじん

責 任
せきにん

、家族
かぞく

責 任
せきにん

を否定
ひてい

し、障 害
しょうがい

に基
もと

づく様 々
さまざま

な不利益
ふりえき

が一部
いちぶ

の

人
ひと

に偏
へん

在
ざい

している不
ふ

平 等
びょうどう

を解
かい

消
しょう

し、 平 等
びょうどう

な社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

するために社 会
しゃかい

が

支
ささ

えることをこの法 律
ほうりつ

は目 的
もくてき

とする。 

 とりわけ人 生
じんせい

の長 期
ちょうき

にわたって施設
しせつ

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

等
とう

に入 所
にゅうしょ

、入 院
にゅういん

している

障 害 者
しょうがいしゃ

が多数
たすう

存 在
そんざい

している現 状
げんじょう

を直 視
ちょくし

し、地域
ちいき

で自己
じ こ

決 定
けってい

の尊 重
そんちょう

された普通
ふつう

の

暮
く

らしが営
いとな

めるよう支援
しえん

し、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

を推 進
すいしん

するための総 合 的
そうごうてき

な取
と

り組
く

みを推 進
すいしん

することがこの法
ほう

の使命
しめい

である。 
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 そして障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

とは、経 済 的
けいざいてき

な面
めん

に限
かぎ

らず、誰
だれ

もが主 体 性
しゅたいせい

をもって生
い

き生
い

きと生 活
せいかつ

し、社 会
しゃかい

に参加
さんか

することを意味
い み

することを確 認
かくにん

し、この法 律
ほうりつ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が必 要
ひつよう

な支援
しえん

を活 用
かつよう

しながら地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

み、生 涯
しょうがい

を通
つう

じて固有
こゆう

の

尊 厳
そんげん

が尊 重
そんちょう

されるよう、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を支援
しえん

する。これは現 在
げんざい

障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

に限
かぎ

ら

ず全
すべ

ての人
ひと

のためのものである。 

 人 権
じんけん

保 障
ほしょう

としての支援
しえん

という趣旨
しゅし

に照
て

らせば、国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の義務的
ぎむてき

経費
けいひ

負担
ふたん

が原 則 的
げんそくてき

仕組
し く

みとなる。 

 この法 律
ほうりつ

は、これらの基本的
きほんてき

考
かんが

えに基
もと

づき、障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

、軽 重
けいちょう

に関
かか

わらず、

尊 厳
そんげん

のある生 存
せいぞん

、移動
いどう

の自由
じゆう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

、就 労
しゅうろう

等
とう

の支援
しえん

を保 障
ほしょう

し、

障 害 者
しょうがいしゃ

各自
かくじ

が、障 害
しょうがい

のない人
ひと

と 平 等
びょうどう

に社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の権利
けんり

が行使
こうし

できるために、

あらゆる障 害 者
しょうがいしゃ

が制度
せいど

の谷間
たにま

にこぼれ落
お

ちないように必 要
ひつよう

な支援
しえん

を法 的
ほうてき

権利
けんり

とし

て総 合 的
そうごうてき

に保 障
ほしょう

し、差異
さ い

と多様性
たようせい

が尊 重
そんちょう

され、誰
だれ

もが排
はい

除
じょ

されず、それぞれをあ

りのままに人
ひと

として認
みと

め合
あ

う共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

をめざして制 定
せいてい

されるものである。」 

 

 

【法
ほう

の目 的
もくてき

】 

 「この法 律
ほうりつ

は、憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

、第
だい

１４条
じょう

、第
だい

２５条
じょう

等
とう

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

諸規定
しょきてい

、

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

、近
ちか

く批 准
ひじゅん

が予定
よてい

されている障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の精 神
せいしん

に基
もと

づき、

国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

が、障 害
しょうがい

を持
も

つ一人
ひとり

ひとりが人
ひと

として尊 厳
そんげん

ある暮
く

らしと社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

むことのできるようその権利
けんり

を十 分
じゅうぶん

に保 障
ほしょう

し、障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

，軽 重
けいちょう

、

年 齢
ねんれい

等
とう

に関
かか

わりなく、各自
かくじ

の必 要 性
ひつようせい

を満
み

たす支援
しえん

を、制度
せいど

の谷間
たにま

にこぼれる者
もの

のな

いように柔 軟
じゅうなん

に実施
じっし

し、障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

が当
あ

たり前
まえ

の市民
しみん

として社 会
しゃかい

参加
さんか

できるため

の実 質 的
じっしつてき

な 平 等
びょうどう

を保 障
ほしょう

し、障 害
しょうがい

を持
も

つことに対
たい

する社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

、不
ふ

平 等
びょうどう

を解 消
かいしょう

する義務
ぎ む

を尽
つ

くすべきことを明
あき

らかにし、障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず人
ひと

が相互
そうご

にそれぞれをありのままに人
ひと

として認
みと

め合
あ

い、差異
さ い

と多様性
たようせい

を尊 重
そんちょう

し安 心
あんしん

して暮
く

ら

すことのできる地域
ちいき

社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

をめざすことを目 的
もくてき

する。 

また障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

はその居 住 地
きょじゅうち

、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

、病 院
びょういん

入 院
にゅういん

にかかわらず、入 国
にゅうこく

管 理 局
かんりきょく

施設
しせつ

や警 察
けいさつ

署
しょ

、刑事
けいじ

施設
しせつ

矯 正
きょうせい

施設
しせつ

に収 容
しゅうよう

されているか否
いな

かを問
と

わず、この

法
ほう

の支援
しえん

の対 象
たいしょう

とする。」 

 

【保護
ほ ご

の対 象
たいしょう

から権利
けんり

の主 体
しゅたい

への転 換
てんかん

を確 認
かくにん

する理念
りねん

規定
きてい

】 

「従 来
じゅうらい

、障 害 者
しょうがいしゃ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

対 策
たいさく

実施
じっし

の対 象
たいしょう

、保護
ほ ご

の対 象
たいしょう

として、当事者
とうじしゃ

とし
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て扱
あつか

われてこない面
めん

があったが、この法 律
ほうりつ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が権利
けんり

の主 体
しゅたい

、当事者
とうじしゃ

であ

ることを明 確
めいかく

にする。」 

 

【社 会
しゃかい

モデル
も で る

への転 換
てんかん

に関
かん

する理念
りねん

規定
きてい

】 

  （障 害
しょうがい

の本 質
ほんしつ

の確 認
かくにん

） 

「障 害
しょうがい

の本 質
ほんしつ

とは、機能
きのう

障 害
しょうがい

、疾 病
しっぺい

を有
ゆう

する市民
しみん

の様 々
さまざま

な社 会
しゃかい

への参加
さんか

を妨
さまた

げ

ている社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

にほかならないことをここに確 認
かくにん

し、機能
きのう

障 害
しょうがい

、疾 病
しっぺい

を持
も

つ

市民
しみん

を排
はい

除
じょ

しないようにする義務
ぎ む

が社 会
しゃかい

、公 共
こうきょう

にあることが今後
こんご

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

、

支援
しえん

の基本
きほん

理念
りねん

であることをここに確 認
かくにん

する。」 

 

【他
ほか

の者
もの

との 平 等
びょうどう

の権利
けんり

の保 障
ほしょう

】 

「本 法
ほんほう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

には、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

、政治
せいじ

参加
さんか

、教 育
きょういく

、労 働
ろうどう

、

司法
しほう

、表 現
ひょうげん

の自由
じゆう

、プライバシ
ぷ ら い ば し

ー、市民
しみん

活 動
かつどう

、文化
ぶんか

等
とう

、あらゆる分野
ぶんや

において、他
ほか

の者
もの

との同 等
どうとう

、平 等
びょうどう

の権利
けんり

が保 障
ほしょう

されることを基礎
き そ

としており、障 害 者
しょうがいしゃ

に新
あら

た

に特 別
とくべつ

の権利
けんり

を付与
ふ よ

するものではなく、従 前
じゅうぜん

保 障
ほしょう

されてこなかった当 然
とうぜん

の権利
けんり

の

保 障
ほしょう

が十 分
じゅうぶん

に尽
つ

くされるように、具体的
ぐたいてき

に各 条 項
かくじょうこう

に規定
きてい

されたものである。」 

 

【個別
こべつ

事 情
じじょう

に最
もっと

も相応
ふさわ

しい（合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を尽
つ

くした）支援
しえん

の保 障
ほしょう

】 

「障 害 者
しょうがいしゃ

にとって、各自
かくじ

の個別
こべつ

の事 情
じじょう

に最
もっと

も相応
ふさわ

しい、当 然
とうぜん

に必 要
ひつよう

とされる

合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が欠 如
けつじょ

してきたことによる社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の不利益
ふりえき

は依然
いぜん

として大
おお

きく、

それを埋
う

める公 的
こうてき

な支援
しえん

が尽
つ

くされることをめざして本 法
ほんほう

は制 定
せいてい

される。」 

 

【障 害 者
しょうがいしゃ

の公 的
こうてき

支援
しえん

を請 求
せいきゅう

する権利
けんり

】 

「市民
しみん

として生
い

きていくために公 的
こうてき

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 児 者
しょうがいじしゃ

は、障 害
しょうがい

に起因
きいん

し

て 被
こおむ

っている社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

の是正
ぜせい

を国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

に求
もと

め、固有
こゆう

の尊 厳
そんげん

の

尊 重
そんちょう

された生 活
せいかつ

を営
いとな

む権利
けんり

が保 障
ほしょう

されるよう、国
くに

及
およ

び居 住
きょじゅう

する市 町 村
しちょうそん

に対
たい

し

て、この法 律
ほうりつ

に基
もと

づき必 要
ひつよう

な支援
しえん

を求
もと

める公 的
こうてき

請 求 権
せいきゅうけん

が保 障
ほしょう

される。」 

 

【地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む基本的
きほんてき

権利
けんり

】 

「１ 障 害 者
しょうがいしゃ

自
みずか

らが選 択
せんたく

した地域
ちいき

において自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む権利
けんり

は憲 法
けんぽう

１３

条
じょう

、１４条
じょう

、２１条
じょう

、２２条
じょう

、２５条
じょう

等
とう

に基礎
き そ

づけられた基本的
きほんてき

で重 要
じゅうよう

な人 権
じんけん

であり、本 法
ほんほう

に基
もと

づき、障 害 者
しょうがいしゃ

にその権利
けんり

が保 障
ほしょう

される。 
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 ２ 障 害 者
しょうがいしゃ

は、みずからの意思
い し

に基
もと

づきどこに誰
だれ

と住
す

むかを決
き

める権利
けんり

、どのよ

うに暮
く

らしていくかを決
き

める権利
けんり

、特 定
とくてい

の様 式
ようしき

での生 活
せいかつ

を 強
きょう

制
せい

されない権利
けんり

が

保 障
ほしょう

される。 

 ３ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

して前 項
ぜんこう

の権利
けんり

を保 障
ほしょう

する公 的
こうてき

義務
ぎ む

を有
ゆう

する。」 

 

【支援
しえん

選 択 権
せんたくけん

の保 障
ほしょう

】 

「１ 障 害 者
しょうがいしゃ

には憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

等
とう

に基
もと

づき、活 用
かつよう

する支援
しえん

を選 択
せんたく

する権利
けんり

が

保 障
ほしょう

され、特 定
とくてい

の施策
せさく

を 強 制
きょうせい

されない権利
けんり

を有
ゆう

する。 

２ 前 項
ぜんこう

の支援
しえん

選 択 権
せんたくけん

を実 効
じっこう

あらしめるために、地域
ちいき

の中
なか

に多様
たよう

で選 択
せんたく

できる

社 会
しゃかい

資源
しげん

や支援
しえん

システム
し す て む

が，地域
ちいき

格差
かくさ

なく用意
ようい

されていく必 要
ひつよう

があり、国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

には、それらの整備
せいび

義務
ぎ む

を有
ゆう

する。」 

 

【情 報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

の保 障
ほしょう

】 

 「この法 律
ほうりつ

は、全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

、とりわけコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

に関
かん

して制 限
せいげん

のある、

『ろう者
しゃ

』『難 聴 者
なんちょうしゃ

』『盲
もう

ろう者
しゃ

』」等
とう

、重 複
じゅうふく

聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

を含
ふく

む全
すべ

ての聴 覚
ちょうかく

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

、言語
げんご

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ちてき

発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

に憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

、第
だい

２１条
じょう

等
とう

に基
もと

づき、自由
じゆう

で民 主 的
みんしゅてき

な社 会
しゃかい

を成 立
せいりつ

させる不可欠
ふかけつ

な前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

とし

ての基礎的
きそてき

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

として、障 害 者
しょうがいしゃ

が自
みずか

ら選 択
せんたく

する言語
げんご

（手話
しゅわ

など非音声
ひおんせい

言語
げんご

を含
ふく

む）及
およ

びコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手 段
しゅだん

を使用
しよう

して、市民
しみん

として 平 等
びょうどう

に生 活
せいかつ

を

営
いとな

む権利
けんり

を保 障
ほしょう

し、そのための情 報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

に関
かん

する請 求 権
せいきゅうけん

を

保 障
ほしょう

する。」 

 

【移動
いどう

の自由
じゆう

の保 障
ほしょう

の重 要 性
じゅうようせい

】 

「この法 律
ほうりつ

は、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

、全 身 性
ぜんしんせい

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

をはじめ、移動
いどう

、行 動
こうどう

に制 限
せいげん

を伴
ともな

う全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

に憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

、第
だい

２２ 条
じょう

等
とう

に基
もと

づき、自由
じゆう

で

民 主 的
みんしゅてき

な社 会
しゃかい

を成 立
せいりつ

させる不可欠
ふかけつ

な前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

としての基礎的
きそてき

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

と

して、 障 害 者
しょうがいしゃ

が自
みずか

らの意思
い し

で移動
いどう

する権利
けんり

を 保 障
ほしょう

し、そのための 外 出
がいしゅつ

介護
かいご

、

ガイドヘルパ
が い ど へ る ぱ

ー等
とう

の支援
しえん

に関
かん

する請 求 権
せいきゅうけん

を保 障
ほしょう

する。」 

 

【就 労
しゅうろう

支援
しえん

の実 現
じつげん

の必 要 性
ひつようせい

の確 認
かくにん

】 

「この法 律
ほうりつ

は、就 労
しゅうろう

を希望
きぼう

する障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

が真
しん

に実 現
じつげん

するよう、企 業
きぎょう

への
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支援
しえん

を含
ふく

め、その就 職
しゅうしょく

を支援
しえん

するための制度
せいど

を準 備
じゅんび

し、また、従 来
じゅうらい

低
ひく

い工 賃
こうちん

等
とう

の

もとで訓 練
くんれん

を強
し

いられていた「福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

」の現 状
げんじょう

を解 消
かいしょう

するため、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を

含
ふく

む、抜 本 的
ばっぽんてき

制度
せいど

改 革
かいかく

が必 要
ひつよう

であることを確 認
かくにん

し、具体的
ぐたいてき

規定
きてい

は、『障 害 者
しょうがいしゃ

労 働
ろうどう

保 障 法
ほしょうほう

』等
とう

の別 法
べっぽう

に規定
きてい

する。」 

 

【介護
かいご

保険
ほけん

との選 択 権
せんたくけん

保 障
ほしょう

】 

「１ 旧 障 害 者
きゅうしょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

７条
じょう

が規定
きてい

していた介護
かいご

保険
ほけん

優 先
ゆうせん

原 則
げんそく

は廃止
はいし

する。 

２ ６５歳
さい

（一部
いちぶ

４０歳
さい

）以 上
いじょう

の障 害 者
しょうがいしゃ

に、介護
かいご

保険
ほけん

の利用
りよう

と障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施策
せさく

の

利用
りよう

を選 択
せんたく

する権利
けんり

を保 障
ほしょう

する。」 

 

 

【国
くに

の義務
ぎ む

】 

「１ 国
くに

の法制度
ほうせいど

整備
せいび

・充 実
じゅうじつ

義務
ぎ む

 

 国
くに

は、本 法
ほんほう

各規定
かくきてい

の定
さだ

める障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

が実 効 的
じっこうてき

に保 障
ほしょう

されるため、

法
ほう

制度
せいど

を整備
せいび

・充 実
じゅうじつ

する責務
せきむ

を有
ゆう

する。 

２ 国
くに

のナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

保 障
ほしょう

義務
ぎ む

、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

是正
ぜせい

義務
ぎ む

 

 憲 法
けんぽう

に保 障
ほしょう

された基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を保 障
ほしょう

する義務
ぎ む

は第
だい

一義的
いちぎてき

には国
くに

にあることか

ら、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の最 終
さいしゅう

責 任
せきにん

は国
くに

にあることを確 認
かくにん

し、市民
しみん

の障 害
しょうがい

の有無
う む

、障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

、軽 重
けいちょう

に関
かか

わらず、定 住
ていじゅう

外 国 人
がいこくじん

も含
ふく

め、自
みずか

らこの国
くに

のどの地域
ちいき

に居 住
きょじゅう

し

ても等
ひと

しく安 心
あんしん

して生 活
せいかつ

することができる権利
けんり

を市民
しみん

に保 障
ほしょう

する義務
ぎ む

があり、その

ため、国
くに

は自治体間
じちたいかん

での支援
しえん

の格差
かくさ

を解
かい

消
しょう

するための制度
せいど

設 計
せっけい

をする責務
せきむ

を有
ゆう

する。 

３ 国
くに

の財 政
ざいせい

支 出
ししゅつ

義務
ぎ む

 

 国
くに

は、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の財 政
ざいせい

事 情
じじょう

に障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

の保 障
ほしょう

が左右
さゆう

されないよう、

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を保 障
ほしょう

することを可能
かのう

とするため、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

に対
たい

して必 要
ひつよう

な

財 政
ざいせい

援 助
えんじょ

を行
おこ

なう義務
ぎ む

を有
ゆう

する。 

 人 権
じんけん

保 障
ほしょう

としての支援
しえん

である以 上
いじょう

、支援
しえん

の必 要 性
ひつようせい

があるにも関
かか

わらず年度
ねんど

予算
よさん

の範囲内
はんいない

で支 出
ししゅつ

すれば義務
ぎ む

が免 責
めんせき

されるものでなく、義務的
ぎむてき

経費
けいひ

負担
ふたん

制度
せいど

を基本
きほん

と

する。 

４ 国
くに

の制度
せいど

の谷間
たにま

解 消
かいしょう

義務
ぎ む

 

 国
くに

は、難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

をはじめ、障 害 者
しょうがいしゃ

が各制度
かくせいど

の谷間
たにま

に置
お

かれて支援
しえん

が不 十 分
ふじゅうぶん

とならないよう、制度
せいど

の谷間
たにま

・空 白
くうはく

を作
つく

らないよう

に注 意
ちゅうい

を尽
つ

くす義務
ぎ む

を負
お

う。 
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５ 国
くに

の長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

等
とう

保 障
ほしょう

義務
ぎ む

 

 国
くに

は、地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
えい

むために１日
にち

８時間
じかん

を超
こ

えるような長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

を 必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に 対
たい

する介護
かいご

等
とう

の支援
しえん

が 万 全
ばんぜん

に行
おこな

われるよう 保 障
ほしょう

する

具体的
ぐたいてき

義務
ぎ む

を負
お

う。」 

 

【所 管
しょかん

省 庁
しょうちょう

を横 断
おうだん

した総 合 的
そうごうてき

支援
しえん

の必 要
ひつよう

】 

「制度
せいど

の谷間
たにま

のない支援
しえん

という本 法
ほんほう

の目 的
もくてき

を実 現
じつげん

し、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

や場所
ばしょ

、分野
ぶんや

に 分 断
ぶんだん

されない 継 続 的
けいぞくてき

な支援
しえん

を 実 現
じつげん

するため、この 法 律
ほうりつ

は、内閣府
ないかくふ

、厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

はもとより、文部
もんぶ

科 学 省
かがくしょう

、国土
こくど

交 通 省
こうつうしょう

、総 務 省
そうむしょう

、財 務 省
ざいむしょう

、経 済
けいざい

産 業 省
さんぎょうしょう

、

法 務 省
ほうむしょう

等
とう

全
すべ

ての官 庁
かんちょう

により横 断 的
おうだんてき

かつ有機的
ゆうきてき

な連 携
れんけい

が取
と

られながら実施
じっし

され

ることに特
とく

に留 意
りゅうい

が必 要
ひつよう

である。」 

 

【都道府県
とどうふけん

の義務
ぎ む

】 

「 都道府県
とどうふけん

は、この法 律
ほうりつ

の実施
じっし

に関
かん

し、次
つぎ

に掲
かか

げる責務
せきむ

を有
ゆう

する。 

１ 市 町 村
しちょうそん

が行
おこな

う障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

が十 分
じゅうぶん

に保 障
ほしょう

されるよう、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する必 要
ひつよう

な助 言
じょげん

、情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

、財 政
ざいせい

支援
しえん

その他
た

の援 助
えんじょ

を行
おこな

うこと。  

２ 市 町 村
しちょうそん

と連 携
れんけい

を図
はか

りつつ、必 要
ひつよう

な障 害 児 者
しょうがいじしゃ

支援
しえん

を総 合 的
そうごうてき

に行
おこな

うこと。  

３ 障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

する相 談
そうだん

及
およ

び助 言
じょげん

のうち、専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

及
およ

び技 術
ぎじゅつ

を必 要
ひつよう

とす

るものを重 点 的
じゅうてんてき

に実施
じっし

すること。 

４ 市 町 村
しちょうそん

と協 力
きょうりょく

して障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の権利
けんり

の擁護
ようご

のために必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

を行
おこな

うととも

に、市 町 村
しちょうそん

が行
おこな

う障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の権利
けんり

の擁護
ようご

のために必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

が適 正
てきせい

かつ円 滑
えんかつ

に行
おこな

われるよう、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する必 要
ひつよう

な助 言
じょげん

、情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

その他
た

の援 助
えんじょ

を行
おこな

う

こと。 

５ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

について支援
しえん

が不 十 分
ふじゅうぶん

な自治体
じちたい

に居 住
きょじゅう

する障 害 者
しょうがいしゃ

の

社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の不利益
ふりえき

が生
しょう

じることのないよう、都道府県
とどうふけん

が直 接
ちょくせつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

を実施
じっし

す

ることを含
ふく

めて責 任
せきにん

を負
お

うこと。」 

 

【市 町 村
しちょうそん

の義務
ぎ む

】 

「 市 町 村
しちょうそん

（特 別
とくべつ

区
く

を含
ふく

む。以下
い か

同
おな

じ。）は、この法 律
ほうりつ

の実施
じっし

に関
かん

し、次
つぎ

に掲
かか

げ

る義務
ぎ む

を有
ゆう

する。  

１ 障 害 者
しょうがいしゃ

が自
みずか

ら選 択
せんたく

した場所
ばしょ

に居 住
きょじゅう

し、全 国
ぜんこく

どこにおいても等
ひと

しく自立
じりつ

した

日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、当 該
とうがい

市 町 村
しちょうそん

の区域
くいき

における
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障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

の実 態
じったい

を把握
はあく

した上
うえ

で、必 要
ひつよう

な支援
しえん

を実施
じっし

、保 障
ほしょう

する。 

２ 障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

に関
かん

し、必 要
ひつよう

な情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

を行
おこな

い、並
なら

びに相 談
そうだん

に応
おう

じ、必 要
ひつよう

な調 査
ちょうさ

及
およ

び助 言
じょげん

を行
おこな

い、並
なら

びにこれらに付随
ふずい

する業 務
ぎょうむ

を行
おこな

うこと。」 

 

【市 町 村
しちょうそん

の説 明
せつめい

責 任
せきにん

と申 請
しんせい

妨 害
ぼうがい

に対
たい

する制 裁
せいさい

】 

「１ 市 町 村
しちょうそん

には、支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

が支援
しえん

のネット
ね っ と

からこぼれおちないように、

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

に関
かん

する制度
せいど

を適
てき

切
せつ

に周 知
しゅうち

・教 示
きょうじ

する義務
ぎ む

がある。 

 ２ 市 町 村
しちょうそん

には、障 害 者
しょうがいしゃ

の本 法
ほんほう

に基
もと

づく支援
しえん

の申 請 権
しんせいけん

を保 障
ほしょう

する義務
ぎ む

があり、

支援
しえん

の必 要
ひつよう

な人
ひと

からの申 請
しんせい

または申 請
しんせい

に関
かん

する相 談
そうだん

があった場合
ばあい

は、申 請
しんせい

に

必 要
ひつよう

な書 式
しょしき

や説 明
せつめい

文 書
ぶんしょ

を交
こう

付
ふ

し、施策
せさく

内 容
ないよう

・申 請
しんせい

方 法
ほうほう

等
とう

を適 切
てきせつ

に本 人
ほんにん

が

十 分
じゅうぶん

に理解
りかい

できるよう説 明
せつめい

する義務
ぎ む

がある。 

３ 市 町 村
しちょうそん

が前 項
ぜんこう

の義務
ぎ む

に違反
いはん

し、障 害 者
しょうがいしゃ

の申 請 権
しんせいけん

行使
こうし

を妨
さまた

げた場合
ばあい

、本 法
ほんほう

施行
せこう

令
れい

の定
さだ

めに従
したが

い、市 町
しちょう

村 長
そんちょう

個人
こじん

及
およ

び妨 害
ぼうがい

行為者
こういしゃ

個人
こじん

は検 察 庁
けんさつちょう

の処 分
しょぶん

に

基
もと

づき過 料
かりょう

の制 裁
せいさい

に服
ふく

する。」 

 

【事 業 所
じぎょうしょ

整備
せいび

義務
ぎ む

が国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

にあること】 

「 『措置
そ ち

から契 約
けいやく

』への制度
せいど

変 革
へんかく

に伴
ともな

って、国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、「自分
じぶん

で事 業 所
じぎょうしょ

を探
さが

してください」といえばそれ以 上
いじょう

の責 任
せきにん

を問
と

われないかのごとき状 態
じょうたい

は問 題
もんだい

である。 

 「契 約
けいやく

制度
せいど

」のもとで「地域
ちいき

で暮
く

らす権利
けんり

」が保 障
ほしょう

される前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

は、支援
しえん

を実施
じっし

する事 業 者
じぎょうしゃ

が地域
ちいき

に存 在
そんざい

していることである。障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

は本 来
ほんらい

、国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の責 任
せきにん

で履行
りこう

されるものであり、事 業 所
じぎょうしょ

のない地域
ちいき

が生
しょう

じないよう、事 業 者
じぎょうしゃ

への財 政
ざいせい

援 助
えんじょ

、育 成
いくせい

を含
ふく

めた、基盤
きばん

整備
せいび

義務
ぎ む

が国
くに

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

にあることを

ここに確 認
かくにん

する。」 

 

【国 民
こくみん

への広 報
こうほう

、啓 蒙
けいもう

】 

「共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

するためには一 般
いっぱん

市民
しみん

の理解
りかい

が不可欠
ふかけつ

であり、国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の重 要 性
じゅうようせい

の理解
りかい

を広 報
こうほう

、啓 蒙
けいもう

する義務
ぎ む

がある。 

 障 害
しょうがい

は誰
だれ

にでも何時
い つ

にでも起
お

こりうるものであるが、現 実
げんじつ

には社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

・

負担
ふたん

が一部
いちぶ

の当事者
とうじしゃ

、家族
かぞく

に偏 在
へんざい

、固定
こてい

していることが不公平
ふこうへい

・不
ふ

平 等
びょうどう

であり、

この不
ふ

平 等
びょうどう

を解
かい

消
しょう

することが大 切
たいせつ

であり、そのためにはこの障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

制度
せいど

改 革
かいかく

が障 害
しょうがい

のある人
ひと

に限
かぎ

らない全
すべ

てのひとにとってわがこととして感
かん

じられ、
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教 育
きょういく

・広 報
こうほう

等
とう

により、幅 広
はばひろ

い世論
せろん

の共 感
きょうかん

が得
え

られるよう、努 力
どりょく

する義務
ぎ む

がある。 

 具体的
ぐたいてき

制度
せいど

は個別
こべつ

に規定
きてい

する。」 

 

【障 害 児
しょうがいじ

の支援
しえん

を求
もと

める権利
けんり

】 

「１ 障 害
しょうがい

のあるなしに関
かか

わらず共
とも

に生
い

きる社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

することためには未成年
みせいねん

段 階
だんかい

で障 害
しょうがい

のあるなしにより隔離
かくり

、分 断
ぶんだん

されない療 育
りょういく

、教 育
きょういく

、生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

す

ることが重 要
じゅうよう

であることを確 認
かくにん

する。 

２ 障 害 児
しょうがいじ

のその成 長
せいちょう

発 達
はったつ

の段 階
だんかい

と差異
さ い

と多様性
たようせい

に応
おう

じて、個別
こべつ

に必 要
ひつよう

な支援
しえん

を請 求
せいきゅう

する権利
けんり

が、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

及
およ

び本 法
ほんほう

に基
もと

づき障 害 児
しょうがいじ

及
およ

びその保護者
ほごしゃ

に保 障
ほしょう

される。」 

３ 障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

に 関
かん

する費用
ひよう

負担
ふたん

を 含
ふく

めて、 障 害
しょうがい

に起因
きいん

する 特 別
とくべつ

な 経 済 的
けいざいてき

支 出
ししゅつ

を親子
おやこ

、配 偶 者
はいぐうしゃ

を含
ふく

む家族
かぞく

が負担
ふたん

しない権利
けんり

が保 障
ほしょう

される。」 

 

【障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の労 働 者
ろうどうしゃ

の人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の必 要 性
ひつようせい

の確 認
かくにん

】 

「この法 律
ほうりつ

は障 害 者
しょうがいしゃ

を支援
しえん

するための法 律
ほうりつ

であるが、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の労 働 者
ろうどうしゃ

の

給 与
きゅうよ

水 準
すいじゅん

等
とう

が低
ひく

く、労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

が务 悪
れつあく

で人 材
じんざい

が希薄
きはく

なことは障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

の

質
しつ

が保 障
ほしょう

されないことを意味
い み

する。障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の事 業 所
じぎょうしょ

に経 営
けいえい

努 力
どりょく

義務
ぎ む

がある

ことが前 提
ぜんてい

であるが、この法 律
ほうりつ

は、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の人件費
じんけんひ

が適 正
てきせい

水 準
すいじゅん

を下 回
したまわ

る

ことが障 害 者
しょうがいしゃ

の尊 厳
そんげん

ある生 活
せいかつ

を受
う

ける権利
けんり

を侵 害
しんがい

することを認
みと

め、そのような

事態
じたい

を生
う

まないための努 力
どりょく

義務
ぎ む

が国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

にあることを確 認
かくにん

する。」 

 

【この法 律
ほうりつ

による権利
けんり

保 障
ほしょう

を目 的
もくてき

とした相 談
そうだん

支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

の保 障
ほしょう

】 

「１ すべての障 害 者
しょうがいしゃ

は本 人
ほんにん

の自己
じ こ

決 定 権
けっていけん

を尊 重
そんちょう

され、この法 律
ほうりつ

による権利
けんり

保 障
ほしょう

を目 的
もくてき

とした相 談
そうだん

支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

がある。 

２ なん人
びと

もこの法 律
ほうりつ

による支援
しえん

についての情 報
じょうほう

を得
え

るために相 談
そうだん

支援
しえん

を受
う

ける

権利
けんり

がある。」 

 

以下
い か

、定義
ていぎ

条 項
じょうこう

 

 

【障 害
しょうがい

の定義
ていぎ

 規定
きてい

】（定義
ていぎ

）  

この法 律
ほうりつ

において「障 害 者
しょうがいしゃ

」とは＝「障 害
しょうがい

の範囲
はんい

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

担 当
たんとう
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【自立
じりつ

の定義
ていぎ

条 項
じょうこう

】  

「本 法
ほんほう

における障 害 者
しょうがいしゃ

の「自立
じりつ

」とは、必 要
ひつよう

な支援
しえん

を駆使
く し

して自己
じ こ

の意思
い し

で（支援
しえん

を

活 用
かつよう

した自己
じ こ

決 定
けってい

を含
ふく

む）主 体 的
しゅたいてき

、自律的
じりつてき

に社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

み、自己
じ こ

実 現
じつげん

をは

かることという。」 

 

【地域
ちいき

生 活
せいかつ

の定義
ていぎ

条 項
じょうこう

】 

「本 法
ほんほう

における「地域
ちいき

生 活
せいかつ

」とは、障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

社 会
しゃかい

で排 除
はいじょ

、孤立
こりつ

、隔離
かくり

される

ことなく他
ほか

の者
もの

と自然
しぜん

に 共 存
きょうぞん

し、特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を 強 制
きょうせい

されることなく、

自分
じぶん

の選 択
せんたく

に基
もと

づいて普通
ふつう

に暮
く

らすことをいう。」 

 

【障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の公 的
こうてき

責 任
せきにん

の定義
ていぎ

条 項
じょうこう

】 

「本 法
ほんほう

における「公 的
こうてき

責 任
せきにん

」とは、民 間
みんかん

事 業
じぎょう

による福祉
ふくし

の実 践
じっせん

を否定
ひてい

する趣旨
しゅし

で

なく、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

は憲 法
けんぽう

に基
もと

づく基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の実 現
じつげん

にほかならないことを前 提
ぜんてい

に、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

、障 害 者
しょうがいしゃ

への社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の支援
しえん

が最 終 的
さいしゅうてき

な責 任
せきにん

が国家
こっか

、自治体
じちたい

にあ

ること、契 約
けいやく

制度
せいど

においても、支援
しえん

が社 会
しゃかい

資源
しげん

の不足
ふそく

等
とう

により満
み

たされない場合
ばあい

の

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する支援
しえん

保 障
ほしょう

義務
ぎ む

、基盤
きばん

整備
せいび

義務
ぎ む

のあることをいう。」 

 

【請 求 権
せいきゅうけん

の定義
ていぎ

条 項
じょうこう

】 

「本 法
ほんほう

における「請 求 権
せいきゅうけん

」「支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

」とは、本 法
ほんほう

の規定
きてい

に基
もと

づいて、障 害 者
しょうがいしゃ

個人
こじん

が国
くに

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

等
とう

の 公 的
こうてき

機関
きかん

に対
たい

して、個別
こべつ

の 公 的
こうてき

支援
しえん

を求
もと

める

具体的
ぐたいてき

権利
けんり

であり、司法
しほう

救 済
きゅうさい

の対 象
たいしょう

となるものをいう。」 

 

【支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

の基礎
き そ

】 

 「障 害 者
しょうがいしゃ

の公 的
こうてき

支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

を基礎付
き そ づ

けるものは、憲 法
けんぽう

の人 権
じんけん

諸規定
しょきてい

、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

で確 認
かくにん

される基本的
きほんてき

な権利
けんり

に加
くわ

え、権利
けんり

条 約
じょうやく

により国 際 的
こくさいてき

な人 権
じんけん

規範
きはん

と

して確 立
かくりつ

されつつある合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

義務
ぎ む

の理念
りねん

等
とう

により重 層 的
じゅうそうてき

に構 成
こうせい

される。」 

 

【受 給 権
じゅきゅうけん

なる表 現
ひょうげん

について】 

 保護
ほ ご

の対 象
たいしょう

から権利
けんり

の主 体
しゅたい

へという本 法
ほんほう

の改 革
かいかく

の理念
りねん

に照
て

らして、「受 給 権
じゅきゅうけん

」

なる表 現
ひょうげん

は、施策
せさく

の対 象
たいしょう

としての受
う

け身
み

の存 在
そんざい

を前 提
ぜんてい

としており、相応
ふさわ

しくない。 

 「支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

」「請 求 権
せいきゅうけん

」等
とう

を利用
りよう

するべきである。 
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【支援
しえん

の定義
ていぎ

条 項
じょうこう

】 

 「本 法
ほんほう

における「支援
しえん

」とは、障 害 者
しょうがいしゃ

は庇護
ひ ご

されるべき弱 者
じゃくしゃ

とみなすのでなく、

本 人
ほんにん

の自律
じりつ

した自己
じ こ

決 定
けってい

を 尊 重
そんちょう

し、 本 人
ほんにん

らしさを発揮
はっき

開花
かいか

させるための

バックアップサポート
ば っ く あ っ ぷ さ ぽ ー と

をいう。」 

 

【自己
じ こ

決 定
けってい

の定義
ていぎ

条 項
じょうこう

】 

 「本 法
ほんほう

における「自己
じ こ

決 定
けってい

」とは、支援者
しえんしゃ

とともに悩
なや

む過程
かてい

や、意思
い し

決 定
けってい

、意思
い し

形 成
けいせい

において支援
しえん

を活 用
かつよう

することも含
ふく

めて、自分
じぶん

の主 体 的
しゅたいてき

な意思
い し

に基
もと

づき、生 活
せいかつ

、

人 生
じんせい

を切
き

り拓
ひら

いていくことをいう。」 

 

【合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の定義
ていぎ

条 項
じょうこう

】 

 「本 法
ほんほう

における「合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

」とは、障 害 者
しょうがいしゃ

が他
ほか

の者
もの

と 平 等
びょうどう

に基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を享
すすむ

有
ゆう

し、行使
こうし

するために必 要
ひつよう

な、障 害
しょうがい

に伴
ともな

う社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

を埋
う

めるために社 会
しゃかい

公 共
こうきょう

が果
は

たすべきその人
ひと

の個別
こべつ

事 情
じじょう

に則
そく

した最
もっと

も相応
ふさわ

しい支援
しえん

をいう。」 

以 上
いじょう
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   「新 法
しんぽう

の理念
りねん

・目 的
もくてき

」分野
ぶんや

に関
かん

する意見
いけん

 

２０１０年
ねん

１２月
がつ

８日
か

 

 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

「法
ほう

の理念
りねん

・目 的
もくてき

チーム
ち ー む

」 

 

第 一 章
だいいちしょう

 本 法
ほんほう

制 定
せいてい

に至
いた

る経緯
けいい

と障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の基本
きほん

原理
げんり

 

第
だい

１ 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

導 入
どうにゅう

に至
いた

るわが国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

 

 戦後
せんご

、わが国
くに

の社 会
しゃかい

福祉
ふくし

は行 政
ぎょうせい

の職 権
しょっけん

に基
もと

づく「措置
そ ち

制度
せいど

」を基本
きほん

に実施
じっし

されてき

た。 

 バブル
ば ぶ る

崩 壊
ほうかい

の社 会
しゃかい

状 況
じょうきょう

のもと、１９９５年
ねん

、社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

が「自己
じ こ

責 任
せきにん

と社 会
しゃかい

連 帯
れんたい

」を強 調
きょうちょう

する勧 告
かんこく

を出
だ

し、国 民
こくみん

には自
みずか

らの努 力
どりょく

によって自
みずか

らの生 活
せいかつ

を維
ゆい

持
じ

す

る責 任
せきにん

、自己
じ こ

責 任
せきにん

があることが強 調
きょうちょう

された。 

 １９９８ 年
ねん

６ 月
がつ

１７ 日
にち

中 央
ちゅうおう

社 会
しゃかい

福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

 社 会
しゃかい

福祉
ふくし

構 造
こうぞう

改 革
かいかく

分科会
ぶんかかい

から

「社 会
しゃかい

福祉
ふくし

基礎
き そ

構 造
こうぞう

改 革
かいかく

について（中 間
ちゅうかん

まとめ）」が発 表
はっぴょう

され、戦後
せんご

５０年
ねん

変
か

わらな

い措置
そ ち

制度
せいど

を抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

し、「契 約
けいやく

制度
せいど

」に移行
いこう

させ、「サービス
さ ー び す

」提 供 者
ていきょうしゃ

と利用者
りようしゃ

の対 等 性
たいとうせい

を確保
かくほ

し、市 場
しじょう

原理
げんり

を活 用
かつよう

して「サービス
さ ー び す

」を向 上
こうじょう

させ、高齢化
こうれいか

社 会
しゃかい

によ

り増加
ぞうか

する社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

費用
ひよう

を公 平
こうへい

に負担
ふたん

するべきと言
い

われた。 

  ２００３年
ねん

には 社 会
しゃかい

福祉
ふくし

事 業 法
じぎょうほう

が 消 滅
しょうめつ

し、社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

が制 定
せいてい

され、障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の分野
ぶんや

では自己
じ こ

決 定
けってい

の尊 重
そんちょう

を理念
りねん

として、２００３年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に「支援費
しえんひ

制度
せいど

」が導 入
どうにゅう

された。 

  支援費
しえんひ

制度
せいど

開始
かいし

からまもなく同制度
どうせいど

の財 政
ざいせい

破綻
はたん

等
とう

が盛
さか

んに言
い

われるようになり、２００

５年
ねん

１０月
がつ

に当時
とうじ

の「国 民
こくみん

が痛
いた

みをわかちあう」という「国 民
こくみん

自己
じ こ

責 任 論
せきにんろん

」の世論
せろん

も

背 景
はいけい

として「障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

」が成 立
せいりつ

、２００６年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施行
せこう

された。 

 

第
だい

２ 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の基本
きほん

原理
げんり

 

 障 害
しょうがい

の「社 会
しゃかい

モデル
も で る

」を基本
きほん

とした障 害
しょうがい

理解
りかい

の必 要 性
ひつようせい

。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の 完 全
かんぜん

参加
さんか

と 平 等
びょうどう

の実 現
じつげん

を 目 標
もくひょう

として１９８１ 年
ねん

が 国 際
こくさい

障 害 者
しょうがいしゃ

年
ねん

とされ、１９８３年
ねん

から１９９２年
ねん

に国 連
こくれん

障 害 者
しょうがいしゃ

の十 年
じゅうねん

が行
おこ

なわれた。 

 そこにおける「ある社 会
しゃかい

がその構 成 員
こうせいいん

のいくらかの人 々
ひとびと

を閉
し

め出
だ

すような場合
ばあい

､それは

弱
よわ

くもろい社 会
しゃかい

なのである。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

は､その社 会
しゃかい

において特 殊
とくしゅ

なニーズ
に ー ず

を持
も

つ特 別
とくべつ

な集 団
しゅうだん

と考
かんが

えられるべきでは

なく､通 常
つうじょう

の 人 間 的
にんげんてき

なニーズ
に ー ず

を満
み

たすことに特 別
とくべつ

な困 難
こんなん

を持
も

つ普通
ふつう

の市民
しみん

と考
かんが

えられ

るべきなのである」とのテーゼ
て ー ぜ

を改
あらた

めて再 確 認
さいかくにん

してきたい。 
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 １９９３年
ねん

１月
がつ

２１日 付
にちづけ

の中 央
ちゅうおう

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

対 策 協
たいさくきょう

議会
ぎかい

の「国 連
こくれん

・障 害 者
しょうがいしゃ

年
ねん

の１０年
ねん

以降
いこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

対 策
たいさく

の在
あ

り方
かた

について」と題
だい

する内 閣
ないかく

に対
たい

する答 申
とうしん

でも 

 「障 害 者
しょうがいしゃ

は特 別
とくべつ

な存 在
そんざい

ではなく、基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を有
ゆう

する一人
ひとり

の人 間
にんげん

として最 大 限
さいだいげん

尊 重
そんちょう

されなければならない。」 

 「障 害 者
しょうがいしゃ

は決
けっ

して障 害
しょうがい

のない人 々
ひとびと

と違
ちが

った存 在
そんざい

ではなく、社 会
しゃかい

の中
なか

に障 害 者
しょうがいしゃ

が存 在
そんざい

し、社 会
しゃかい

経 済
けいざい

活 動
かつどう

を行
おこ

なっていくことが正 常
せいじょう

な社 会
しゃかい

の姿
すがた

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

が

各 種
かくしゅ

の 社 会
しゃかい

経 済
けいざい

活 動
かつどう

へ参加
さんか

することを 拒
こば

んでいる 現 在
げんざい

の 社 会
しゃかい

の姿
すがた

こそがむしろ

問 題
もんだい

である。」とされている。 

 １９９０年
ねん

身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

の目 的
もくてき

から「更 生
こうせい

」という言葉
ことば

が削 除
さくじょ

されたように、

障 害
しょうがい

を「 治 療
ちりょう

と 訓 練
くんれん

と 努 力
どりょく

により自分
じぶん

で 克 服
こくふく

するべき 対 象
たいしょう

」という「自力
じりき

更 生
こうせい

主義
しゅぎ

」から、「社 会
しゃかい

の側
がわ

が障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

を実 現
じつげん

するために支援
しえん

するべき」という

方 向
ほうこう

で改 革
かいかく

が進
すす

んできたはずであった。 

 今 回
こんかい

の改 革
かいかく

は、上 記
じょうき

の改 革
かいかく

の方 向 性
ほうこうせい

を再 認 識
さいにんしき

することである。 

 テーゼ
て ー ぜ

として掲
かか

げれば「障 害
しょうがい

自己
じ こ

責 任
せきにん

、家族
かぞく

責 任
せきにん

からの解 放
かいほう

、障 害
しょうがい

の公 的
こうてき

責 任
せきにん

原 則
げんそく

へ」がスローガン
す ろ ー が ん

である。 

 医学
いがく

モデル
も で る

に 偏
かたよ

った 従 来
じゅうらい

の 障 害
しょうがい

理解
りかい

を 変 革
へんかく

し、 社 会
しゃかい

モデル
も で る

に 立 脚
りっきゃく

した 改 革
かいかく

が

必 要
ひつよう

である。 

 

第 二 章
だいにしょう

 改 革
かいかく

の必 要 性
ひつようせい

 

第
だい

１ 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の批 准
ひじゅん

に向
む

けた改 革
かいかく

の必 要 性
ひつようせい

 

 ２００６年
ねん

１２月
がつ

国 連
こくれん

総 会
そうかい

にて「障 害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
けんり

に関
かん

する条 約
じょうやく

」（以下
い か

「権利
けんり

条 約
じょうやく

」）が 採 択
さいたく

され、２００７ 年
ねん

９ 月
がつ

に日本
にほん

政府
せいふ

も 署 名
しょめい

し、２００８ 年
ねん

５ 月
がつ

には

国 際 的
こくさいてき

に発 効
はっこう

し、わが国
くに

も批 准
ひじゅん

に向
む

けた準 備
じゅんび

をすすめてきた。 

 この法 律
ほうりつ

の制 定
せいてい

はわが国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

保 障
ほしょう

を法 的
ほうてき

に根拠付
こんきょづ

け、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

に関
かん

する国 内 法
こくないほう

を権利
けんり

条 約
じょうやく

の水 準
すいじゅん

に引
ひ

き上
あ

げ、権利
けんり

条 約
じょうやく

が批 准
ひじゅん

され、国 内
こくない

法 的
ほうてき

効 力
こうりょく

を 発 効
はっこう

する場合
ばあい

に、相互
そうご

に矛 盾
むじゅん

のないように 国 内 法
こくないほう

を整備
せいび

するための障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

の改 革
かいかく

を目 的
もくてき

とする。 

 従 来
じゅうらい

のわが国
くに

の福祉法
ふくしほう

は恩 恵 的
おんけいてき

な色 彩
しきさい

が色濃
いろこ

いが、権利
けんり

条 約
じょうやく

は障 害 者
しょうがいしゃ

のすべて

の 人 権
じんけん

と基本的
きほんてき

自由
じゆう

の 完 全
かんぜん

な 実 現
じつげん

の確保
かくほ

を 締 結
ていけつ

国
こく

が 約 束
やくそく

しており、 国 内 法
こくないほう

を

人 権
じんけん

主 体 性
しゅたいせい

の明 確
めいかく

にした権利
けんり

保 障
ほしょう

体 系
たいけい

に変 革
へんかく

する必 要
ひつよう

がある。 

 そして、障 害
しょうがい

の概 念
がいねん

について、様 々
さまざま

な障 壁
しょうへき

との相互
そうご

作用
さよう

により社 会
しゃかい

参加
さんか

を妨
さまた

げる

ことを確 認
かくにん

する社 会
しゃかい

モデル
も で る

を意識
いしき

しており、批 准
ひじゅん

に向
む

けて、応 益
おうえき

負担
ふたん

制度
せいど

に象 徴
しょうちょう

され
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る障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の自己
じ こ

責 任
せきにん

原 則
げんそく

の撤 廃
てっぱい

が必 要
ひつよう

となる。 

また、権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

１９ 条
じょう

は自立
じりつ

した 生 活
せいかつ

（ 生 活
せいかつ

の自律
じりつ

） 及
およ

び地域
ちいき

社 会
しゃかい

への

インクルージョン
い ん く る ー じ ょ ん

を規定
きてい

し、障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

社 会
しゃかい

で生 活
せいかつ

する 平 等
びょうどう

の権利
けんり

を認
みと

めている

が、依然
いぜん

として数 十 万 人
すうじゅうまんにん

の障 害 者
しょうがいしゃ

が施設
しせつ

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に入 所
にゅうしょ

している現 状
げんじょう

と制度
せいど

は、権利
けんり

条 約
じょうやく

の 精 神
せいしん

に 背 反
はいはん

するものであり、地域
ちいき

での支援
しえん

保 障
ほしょう

がないために 例
たと

えば

人 工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

装 着
そうちゃく

を選 択
せんたく

できず、生
い

きることそのものをあきらめざるを得
え

ない現 状
げんじょう

があ

り、 人
ひと

の 生 命
せいめい

と 生 存
せいぞん

が 守
まも

られる 社 会
しゃかい

とするためこの 新 法
しんぽう

制 定
せいてい

による 障 害 者
しょうがいしゃ

の

社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の支援
しえん

を権利
けんり

として総 合 的
そうごうてき

に保 障
ほしょう

するための根 本 的
こんぽんてき

な改 革
かいかく

が必 要
ひつよう

であ

る。 

 

第
だい

２ 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の問 題 点
もんだいてん

と是正
ぜせい

 

１ 自己
じ こ

責 任 論
せきにんろん

を障 害
しょうがい

福祉
ふくし

に持
も

ち込
こ

むことの過
あやま

ちの解 消
かいしょう

 

 国 民
こくみん

一 般
いっぱん

に努 力
どりょく

義務
ぎ む

、自己
じ こ

責 任
せきにん

があることは当 然
とうぜん

であり障 害 者
しょうがいしゃ

も国 民
こくみん

、市民
しみん

と

して一 般 論
いっぱんろん

として努 力
どりょく

義務
ぎ む

・自己
じ こ

責 任
せきにん

があることは当 然
とうぜん

であろう。 

 しかし、 心 身 上
しんしんじょう

の障 害
しょうがい

に起因
きいん

する社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

・社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

が障 害
しょうがい

の本 質
ほんしつ

であることが正
ただ

しく理解
りかい

されるならば、障 害 者
しょうがいしゃ

に障 害
しょうがい

を自己
じ こ

責 任
せきにん

と感
かん

じさせる仕組
し く

み

は障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の本 質
ほんしつ

に抵 触
ていしょく

するものといわなければならない。 

 障 害
しょうがい

に基
もと

づく不利益
ふりえき

の是正
ぜせい

を支援
しえん

するに際
さい

して本 人
ほんにん

に「利 用 料
りようりょう

」名 目
めいもく

で自己
じ こ

負担
ふたん

を

求
もと

める仕組
し く

みは障 害
しょうがい

を自己
じ こ

責 任
せきにん

に帰
き

するものであり、今 回
こんかい

の新 法
しんぽう

制 定
せいてい

とともに廃止
はいし

しなければならない。 

 

２ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の公 的
こうてき

責 任
せきにん

強 化
きょうか

・増 大
ぞうだい

の確 認
かくにん

 

 措置
そ ち

制度
せいど

から契 約
けいやく

制度
せいど

への移行
いこう

自体
じたい

を根 本
こんぽん

から否定
ひてい

することは現 実 的
げんじつてき

でない。 

 しかしながら、日本
にほん

国
くに

憲 法
けんぽう

により本 来
ほんらい

最 終 的
さいしゅうてき

に公 的
こうてき

責 任
せきにん

のある国
くに

・自治体
じちたい

等
とう

の

公 的
こうてき

機関
きかん

が、民 間
みんかん

事 業 者
じぎょうしゃ

に障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の実施
じっし

を託
たく

したことに伴
ともな

い、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の公 的
こうてき

責 任
せきにん

が後 退
こうたい

し、様 々
さまざま

な弊 害
へいがい

と限 界
げんかい

があると指摘
してき

されている。 

 措置
そ ち

制度
せいど

が変 更
へんこう

されることにより、とりわけ障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

に関
かん

して言
い

えば、公 的
こうてき

責 任
せきにん

の後 退
こうたい

は断
だん

じて許
ゆる

されず、むしろ、福祉
ふくし

の公 的
こうてき

無責任
むせきにん

状 態
じょうたい

をもたらす危険性
きけんせい

があるが

ゆえに、法 的
ほうてき

な公 的
こうてき

責 任
せきにん

は強 化
きょうか

・増 大
ぞうだい

したと整理
せいり

・確 認
かくにん

されるべきである。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で自立
じりつ

した 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

むためには、たんに「ご自由
じゆう

に 事 業 者
じぎょうしゃ

と

契 約
けいやく

して下
くだ

さい。」で公 的
こうてき

責 任
せきにん

が終
お

わるのではない。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

がどの地域
ちいき

においても、個人
こじん

の 尊 厳
そんげん

が 保 障
ほしょう

された生
い

き 方
かた

が可能
かのう

なように、
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国
くに

・自治体
じちたい

には地域間
ちいきかん

格差
かくさ

を是正
ぜせい

する公 的
こうてき

義務
ぎ む

があり、契 約
けいやく

の前 提
ぜんてい

としての障 害 者
しょうがいしゃ

の

意思
い し

決 定
けってい

、意思
い し

形 成
けいせい

を支援
しえん

する仕組
し く

みを構 築
こうちく

する義務
ぎ む

があり、自治体
じちたい

には支援
しえん

を活 用
かつよう

出来
で き

る様
よう

に事 業 者
じぎょうしゃ

の育 成
いくせい

・財 政
ざいせい

支援
しえん

も含
ふく

めて、基盤
きばん

整備
せいび

を尽
つ

くす義務
ぎ む

がある。 

 さらには、障 害
しょうがい

児童
じどう

の支援
しえん

の分野
ぶんや

では契 約
けいやく

制度
せいど

自体
じたい

が相応
ふさわ

しくなく、職 権
しょっけん

主義
しゅぎ

、措置
そ ち

制度
せいど

に戻
もど

るのではなく、支援
しえん

が 充 足
じゅうそく

し、権利
けんり

が保 障
ほしょう

される方 向
ほうこう

で新
あら

たな制度
せいど

が構 築
こうちく

されるべきである。 

 

第
だい

３ 脆 弱
ぜいじゃく

なわが国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

水 準
すいじゅん

 

１ 世界
せかい

水 準
すいじゅん

とかけ離
はな

れた务 悪
れつあく

な障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

水 準
すいじゅん

の引
ひ

き上
あ

げの必 要 性
ひつようせい

 

 ＯＥＣＤ（経 済
けいざい

協 力
きょうりょく

開 発
かいはつ

機構
きこう

）の 2007年
ねん

社 会
しゃかい

支 出
ししゅつ

統 計
とうけい

（ＳＯＣＸ）によれば、加盟
かめい

各 国
かっこく

のＧＤＰ（国 内
こくない

総 生 産
そうせいさん

）に対
たい

する障 害 者
しょうがいしゃ

関 係
かんけい

支 出
ししゅつ

額
がく

の比率
ひりつ

を対比
たいひ

すると、

わが国
くに

の障 害
しょうがい

政 策
せいさく

公 的
こうてき

支 出
ししゅつ

費用
ひよう

比率
ひりつ

は０．６７３％とされ、加盟
かめい

３０ヶ国
かこく

の中
なか

で、

最 低
さいてい

のメキシコ
め き し こ

、韓 国
かんこく

についで下
した

から３番目
ばんめ

であり、圧 倒 的
あっとうてき

に低
ひく

い水 準
すいじゅん

である（＊

１ 参 照
さんしょう

）。 

 このことは、国 民
こくみん

一 般
いっぱん

にあまり知
し

られていない事実
じじつ

であるが、障 害
しょうがい

施策
せさく

の財 政
ざいせい

支 出
ししゅつ

の必 要 性
ひつようせい

が理解
りかい

されるため、障 害
しょうがい

関 係 者
かんけいしゃ

だけでなく、広
ひろ

く周 知
しゅうち

されるべき事 柄
ことがら

で

ある。 

 国 外
こくがい

、国 内
こくない

とも不景気
ふけいき

の続
つづ

く時代
じだい

とはいえ、２００９年
ねん

時点
じてん

でアメリカ
あ め り か

合 衆 国
がっしゅうこく

に次
つ

い

で世界
せかい

２位
い

の 国 内
こくない

総 生 産
そうせいさん

を維
い

持
じ

し、先 進 国
せんしんこく

として世界
せかい

の人 権
じんけん

規範
きはん

のモデル
も で る

となるべ

きわが国
くに

のあり方
かた

として、もっとも手
て

篤
あつ

く支援
しえん

するべき障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する施策
せさく

が飛
と

びぬけ

て务 悪
れつあく

な水 準
すいじゅん

は一 刻
いっこく

も早
はや

く根 本 的
こんぽんてき

に改 善
かいぜん

されるべきである。 

 ＊１ 国 立
こくりつ

社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

・人 口
じんこう

問 題
もんだい

研 究 所
けんきゅうしょ

 刊
かん

「季刊
きかん

 社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

研 究
けんきゅう

 2008年
ねん

秋 号
あきごう

 通 巻
つうかん

181号
ごう

」138～149頁
ぺいじ

「国 際
こくさい

比較
ひかく

からみた日本
にほん

の障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

の位置
い ち

づけ 

―国 際
こくさい

比較
ひかく

研 究
けんきゅう

と費用
ひよう

統 計
とうけい

比較
ひかく

からの考 察
こうさつ

―勝 又
かつまた

幸子
さちこ

」 

２ 国 民
こくみん

一 般
いっぱん

とかけ離
はな

れた所 得
しょとく

水 準
すいじゅん

と家族
かぞく

依存
いぞん

状 態
じょうたい

の解 消
かいしょう

の必 要 性
ひつようせい

 

２００４年
ねん

４月
がつ

の厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の資 料
しりょう

によれば、全 人 口
ぜんじんこう

の労 働
ろうどう

年 齢
ねんれい

の就 業 率
しゅうぎょうりつ

は６７％であるのに 対
たい

して、 労 働
ろうどう

年 齢
ねんれい

の 在 宅
ざいたく

障 害 者
しょうがいしゃ

３００ 万 人
まんにん

のうち 一 般
いっぱん

就 労 者
しゅうろうしゃ

は１０２ 万 人
まんにん

とされ、３４％程度
ていど

である。５０ 万 人
まんにん

を超
こ

えると 思
おも

われる施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

長 期
ちょうき

入 院 者
にゅういんしゃ

等
とう

の労 働
ろうどう

年 齢
ねんれい

のほぼ全 員
ぜんいん

が一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

してい

ないことと思
おも

われるので、その割 合
わりあい

は更
さら

に低
ひく

いものとなる。 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

発 表
はっぴょう

の２００９年度
ねんど

工 賃
こうちん

月 額
げつがく

実 績
じっせき

によると福祉
ふくし

工 場
こうじょう

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

を含
ふく

む「福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

」における平 均
へいきん

工 賃
こうちん

月 額
げつがく

は１６，８９４円
えん

（年 額
ねんがく

２
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０２，７２８円
えん

）であり、小 規 模 通 所
しょうきぼつうじょ

授 産
じゅさん

施設
しせつ

では８，２０８円
えん

（年 額
ねんがく

９８，４９６円
えん

）

である。 

２００５年度
ねんど

末
まつ

で障 害
しょうがい

年 金
ねんきん

受 給 者
じゅきゅうしゃ

総 数
そうすう

は約
やく

１７５万 人
まんにん

とされ、平 成
へいせい

２２年度
ねんど

の

障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

１級
きゅう

の月 額
げつがく

は約
やく

８２，５０８円
えん

（年 額
ねんがく

９９０，０９６円
えん

）、２級
きゅう

は約
やく

６

６，００８円
えん

（年 額
ねんがく

７９２，０９６円
えん

）とされる。年 金
ねんきん

受 給
じゅきゅう

の認
みと

められない障 害 者
しょうがいしゃ

も

多
おお

い。 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

統 計
とうけい

情 報 部 編
じょうほうぶへん

平 成
へいせい

２０年
ねん

「賃 金
ちんぎん

構 造
こうぞう

基本
きほん

統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

」によると、

国 民
こくみん

平 均
へいきん

賃 金
ちんぎん

は年 間
ねんかん

約
やく

４８６万 円
まんえん

である。 

これらにより、障 害 者
しょうがいしゃ

の 所 得
しょとく

水 準
すいじゅん

がそれ以外
いがい

の 国 民
こくみん

一 般
いっぱん

に比較
ひかく

して掛
か

け 離
はな

れて

务 悪
れつあく

であることが明
あき

らかである。それにも関
かか

わらず障 害 者
しょうがいしゃ

が現 実
げんじつ

に生 活
せいかつ

を送
おく

っている

のは、この国
くに

が障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

を家族
かぞく

に人 的
じんてき

、経 済 的
けいざいてき

に依存
いぞん

しているからに他
ほか

ならない。

国
くに

が障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の本 来
ほんらい

の機能
きのう

を果
は

たし「他
ほか

の者
もの

との 平 等
びょうどう

」を実 現
じつげん

、保 障
ほしょう

するた

めには、従 来
じゅうらい

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の予算
よさん

水 準
すいじゅん

を抜本的
ばっぽんてき

に引
ひ

き上
あ

げることが不可欠
ふかけつ

である。 

第 三 章
だいさんしょう

 改 革
かいかく

の理念
りねん

の確 認
かくにん

 

第
だい

１ 障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を実 現
じつげん

するための権利
けんり

保 障 法
ほしょうほう

体 系
たいけい

への変 革
へんかく

 

  …人 権
じんけん

の主 役
しゅやく

としての明確化
めいかくか

… 

 推 進
すいしん

会議
かいぎ

第一次
だいいちじ

意見
いけん

第
だい

２の「改 革
かいかく

の基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

の１」は、「権利
けんり

の主 体
しゅたい

」であ

る社 会
しゃかい

の一 員
いちいん

とされている。 

 措置
そ ち

制度
せいど

から支援費
しえんひ

制度
せいど

に変
か

わったとき、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

を保 障
ほしょう

する法
ほう

体 系
たいけい

に変
か

わっ

ていない。 

 従 来
じゅうらい

の「 障 害 者
しょうがいしゃ

は 市 町 村
しちょうそん

の 支 給
しきゅう

決 定
けってい

を受
う

けなければならない」との権利者
けんりしゃ

と

義務者
ぎむしゃ

が逆
ぎゃく

の規定
きてい

ではなく、障 害 者
しょうがいしゃ

の公 的
こうてき

支援
しえん

の請 求 権
せいきゅうけん

の保 障
ほしょう

を法 文
ほうぶん

に明記
めいき

しな

ければならず、権利
けんり

保 障
ほしょう

体 系
たいけい

への変 革
へんかく

として法 文
ほうぶん

に国
くに

・自治体
じちたい

の障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

義務
ぎ む

が

明 確
めいかく

に規定
きてい

されることが必須
ひっす

である。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

の 本 質
ほんしつ

とは、 障 害
しょうがい

に起因
きいん

する 社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により傷付
きずつ

けられている

自由
じゆう

と個人
こじん

の尊 厳
そんげん

を回 復
かいふく

するためのものであり、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
せさく

を活 用
かつよう

する権利
けんり

は天賦
てんぷ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

である。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

は基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の実 現
じつげん

のために行
おこ

なわれるものである。 

このことは国
くに

（厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

）と障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

違憲
いけん

訴 訟 団
そしょうだん

との平 成
へいせい

２２年
ねん

１月
がつ

７日付
にちづ

け基本
きほん

合意
ごうい

第 一 条
だいいちじょう

「障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

廃止
はいし

の確 約
かくやく

と新 法
しんぽう

の制 定
せいてい

」に

おいて、「そこ（障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

を廃止
はいし

し新
あら

たな総 合 的
そうごうてき

な福祉
ふくし

法 制
ほうせい

を実施
じっし

する）に

おいては、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
せさく

の 充 実
じゅうじつ

は、憲 法
けんぽう

等
とう

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし
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を支援
しえん

するものであることを基本
きほん

とする。」とされている。 

 また、基本
きほん

合意
ごうい

第 二 条
だいにじょう

「障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

制 定
せいてい

の総 括
そうかつ

と反 省
はんせい

」第
だい

１項
こう

は「国
くに

（厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

）は、憲 法
けんぽう

第
だい

13条
じょう

、第
だい

14条
じょう

、第
だい

25条
じょう

、ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

の理念
りねん

等
とう

に基
もと

づき、違憲
いけん

訴 訟
そしょう

を提訴
ていそ

した原 告
げんこく

らの思
おも

いに共 感
きょうかん

し、これを真摯
しんし

に受
う

け止
と

める。」と

されている。 

 すなわち新
あら

たな法
ほう

制度
せいど

は、憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

に基
もと

づき障 害 者
しょうがいしゃ

の個人
こじん

の尊 厳
そんげん

の保 障
ほしょう

し、

第
だい

１４条
じょう

に基
もと

づき障 害 者
しょうがいしゃ

に法
ほう

の下
もと

の 平 等
びょうどう

を保 障
ほしょう

し、第
だい

２５条
じょう

に基
もと

づき障 害 者
しょうがいしゃ

の生 存 権
せいぞんけん

を保 障
ほしょう

し、ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

理念
りねん

に合致
がっち

した新 法
しんぽう

にしなくてはならないこ

とを意味
い み

している。 

基本的
きほんてき

人 権
じんけん

として当 該
とうがい

支援
しえん

に関
かん

する請 求 権
せいきゅうけん

が当事者
とうじしゃ

に保 障
ほしょう

されなければ、何時
い つ

で

も消 滅
しょうめつ

する脆
もろ

く、淡
あわ

い立場
たちば

のままであり、政治
せいじ

や行 政
ぎょうせい

の「政 策
せいさく

裁 量
さいりょう

」に左右
さゆう

されない

普遍的
ふへんてき

な権利性
けんりせい

の確 立
かくりつ

がなされなければならない。 

 今 回
こんかい

の改 革
かいかく

の意義
い ぎ

は、人 権
じんけん

保 障
ほしょう

としての障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

を確 立
かくりつ

するための改 革
かいかく

であ

る。 

 そのために、憲 法
けんぽう

第
だい

１４条
じょう

に基
もと

づく、障 害 者
しょうがいしゃ

の 平 等
びょうどう

の保 障
ほしょう

の明記
めいき

が重 要
じゅうよう

である。 

 そして、憲 法
けんぽう

第
だい

２５条
じょう

生 存 権
せいぞんけん

の保 障
ほしょう

が法
ほう

の基礎
き そ

にあることを明記
めいき

すべきである。 

機会
きかい

の 平 等
びょうどう

を保 障
ほしょう

しただけで、裸
はだか

の競 争
きょうそう

原理
げんり

に放
ほう

り出
だ

すことで障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の責 任
せきにん

は到 底
とうてい

果
は

たせない。障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

における生 命
せいめい

の保 障
ほしょう

、生 存 権
せいぞんけん

の保 障
ほしょう

の原理
げんり

、誰
だれ

も

が安 心
あんしん

して生
い

きていかれる社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

の原理
げんり

もまた、重 要
じゅうよう

な理念
りねん

である。 

 また、憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

障 害 者
しょうがいしゃ

の個人
こじん

の尊 厳
そんげん

の保 障
ほしょう

、自己
じ こ

決 定 権
けっていけん

、幸 福
こうふく

追 求 権
ついきゅうけん

の

保 障
ほしょう

の明記
めいき

が重 要
じゅうよう

である。基本
きほん

合意
ごうい

第 二 条
だいにじょう

第
だい

２項
こう

で国
くに

（厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

）は「障 害 者
しょうがいしゃ

の人 間
にんげん

としての尊 厳
そんげん

を深
ふか

く傷
きず

つけた」ことを 心
こころ

から反 省
はんせい

し、この反 省
はんせい

を踏
ふ

まえて、

今後
こんご

の施策
せさく

の立 案
りつあん

・実施
じっし

にあたるとされているところ、これは憲 法
けんぽう

に則
そく

していえば、新 法
しんぽう

制 定
せいてい

において、憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

の個人
こじん

の尊 厳
そんげん

の保 障
ほしょう

を大 切
たいせつ

にするということである。 

 さらに、障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

支援
しえん

において、ただ生 命
せいめい

が維持
い じ

されれば足
た

るということではなく、

全
すべ

ての個人
こじん

の尊 厳
そんげん

が保 障
ほしょう

されることが重 要
じゅうよう

であり、人 間
にんげん

の尊 厳
そんげん

が保 障
ほしょう

されることが

必 要
ひつよう

である。 

 そして、公 的
こうてき

支援
しえん

を 活 用
かつよう

しながら自分
じぶん

の生
い

きたいように生
い

き、各自
かくじ

が自
みずか

らの 幸 福
こうふく

を

追 求
ついきゅう

する権利
けんり

を有
ゆう

するという当事者
とうじしゃ

の自己
じ こ

決 定
けってい

の原理
げんり

、当事者
とうじしゃ

主 権
しゅけん

と幸 福
こうふく

追 求 権
ついきゅうけん

の保 障
ほしょう

（憲 法
けんぽう

１３条
じょう

）が重 要
じゅうよう

である。 

 夜間
やかん

の見守
みまも

り介 助
かいじょ

の必 要 性
ひつようせい

を訴
うった

える障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、「オムツ
お む つ

をすればいい」と言
い

う

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

が現 実
げんじつ

に横 行
おうこう

している。それが憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

違反
いはん

の人 権
じんけん

侵 害
しんがい

で
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あることが、一 般
いっぱん

市民
しみん

にも行 政
ぎょうせい

職 員
しょくいん

にも容易
ようい

にわかる規定
きてい

が必 要
ひつよう

である。 

 

第
だい

２ 地域
ちいき

で生
い

きていくことが可能
かのう

な法 律
ほうりつ

にすること 

 …誰
だれ

もが地域
ちいき

で当
あ

たり前
まえ

に生
い

きられるインクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

… 

 推 進
すいしん

会議
かいぎ

第一次
だいいちじ

意見
いけん

第
だい

２の「改 革
かいかく

の基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

の４」は、「地域
ちいき

生 活
せいかつ

」を可能
かのう

と

するための支援
しえん

とされている。 

 権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

１９条
じょう

は障 害 者
しょうがいしゃ

が他
た

の者
もの

と 平 等
びょうどう

に地域
ちいき

社 会
しゃかい

で 生 活
せいかつ

する権利
けんり

を認
みと

め、障 害 者
しょうがいしゃ

がどこで誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかを選 択
せんたく

し、特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務付
ぎ む づ

けられな

いこと、地域
ちいき

社 会
しゃかい

からの孤立
こりつ

と隔離
かくり

のないようにパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

を 含
ふく

む支援
しえん

の

確保
かくほ

を謳
うた

っている。 

 長 年
ながねん

この国
くに

で課題
かだい

とされてきた「入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から地域
ちいき

での生 活
せいかつ

へ」を題 目
だいもく

に終
お

わらせ

ること無
な

く、地域
ちいき

で生
い

きていくことが可能
かのう

な、一人
ひとり

ひとりの支援
しえん

の 必 要 性
ひつようせい

に 則
そく

した支援
しえん

体 系
たいけい

を整備
せいび

し、新制度
しんせいど

にすることが重 要
じゅうよう

である。 

 基本
きほん

合意
ごうい

第 三 条
だいさんじょう

⑥「どんなに重
おも

い障 害
しょうがい

を持
も

っていても障 害 者
しょうがいしゃ

が安 心
あんしん

して暮
く

らせる

支 給 量
しきゅうりょう

を保 障
ほしょう

し、個々
こ こ

の支援
しえん

の必 要 性
ひつようせい

に即
そく

した決 定
けってい

がなされるように、支 給
しきゅう

決 定
けってい

の過程
かてい

に障 害 者
しょうがいしゃ

が参 画
さんかく

する協 議
きょうぎ

の場
ば

を設置
せっち

するなど、その意向
いこう

が十 分
じゅうぶん

に反 映
はんえい

される

制度
せいど

とすること。」 

 できる限
かぎ

り訴 訟 団
そしょうだん

のこの指摘
してき

を踏
ふ

まえた制度
せいど

にすることが必 要
ひつよう

である。 

 各地
かくち

の重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

から、「現 在
げんざい

の支 給 量
しきゅうりょう

では生
い

きていかれない」との声
こえ

が挙
あ

がって

いる。 

 また、 大 量
たいりょう

の 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

状 態
じょうたい

が 長 年
ながねん

にわたって 解 消
かいしょう

されないわが 国
くに

の 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

の分野
ぶんや

での、地域
ちいき

移行
いこう

を実 現
じつげん

するための総 合 的
そうごうてき

かつ具体的
ぐたいてき

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

が必 要
ひつよう

であ

る。 

 

第
だい

３ 制度
せいど

の谷間
たにま

にこぼれおちない支援
しえん

 

 …障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

を超
こ

え、支援
しえん

のネット
ね っ と

からからこぼれ落
お

ちている人
ひと

を一人
ひとり

でも減
へ

ら

す… 

 従 来
じゅうらい

の制度
せいど

において「障 害
しょうがい

」は、身 体
しんたい

、知的
ちてき

、精 神
せいしん

の三
さん

障 害
しょうがい

に限 定
げんてい

され、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、難 病
なんびょう

等
とう

、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

のネット
ね っ と

からこぼれ落
お

ちることの多
おお

か

った障 害 者
しょうがいしゃ

が適 切
てきせつ

に支援
しえん

を受
う

けられることの出来
で き

る新 法
しんぽう

構 築
こうちく

が改 革
かいかく

の最 重 点
さいじゅうてん

課題
かだい

の一
ひと

つである。 

 これは「申 請
しんせい

主義
しゅぎ

」の弊 害
へいがい

を是正
ぜせい

する取
と

り組
く

みも含
ふく

まれる。 



 18 

 

 すなわち、自己
じ こ

決 定
けってい

の尊 重
そんちょう

という観 点
かんてん

からすると形 式 的
けいしきてき

には「申 請
しんせい

なければ支援
しえん

な

し」となりかねない。 

 しかしながら、現 実
げんじつ

には様 々
さまざま

な社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により、どのように相 談
そうだん

したらよいか

さえ判
わか

らずに必 要
ひつよう

な支援
しえん

が届
とど

かずに放置
ほうち

されている人 々
ひとびと

が多数
たすう

存 在
そんざい

している。 

 個人
こじん

のプライバシ
ぷ ら い ば し

ーの尊 重
そんちょう

を大 切
たいせつ

にしながらも、障 害 者
しょうがいしゃ

の潜 在 的
せんざいてき

なニーズ
に ー ず

を掘
ほ

り起
お

こす支援
しえん

も含
ふく

めて、支援
しえん

に辿
たど

りつけない人
ひと

を一人
ひとり

でも減
へ

らす包 摂
ほうせつ

社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

するべき

である。 

 また、障 害 者
しょうがいしゃ

が刑事
けいじ

手続
てつづ

きの被疑者
ひぎしゃ

、被告人
ひこくにん

、未決
みけつ

拘 留 者
こうりゅうしゃ

、受 刑 者
じゅけいしゃ

等
とう

の立場
たちば

にな

った場合
ばあい

、制度
せいど

や 関 係 者
かんけいしゃ

の 認 識
にんしき

において、 障 害 者
しょうがいしゃ

にとって 必 要
ひつよう

な 当 然
とうぜん

の支援
しえん

、

合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が 欠 如
けつじょ

していたことに起因
きいん

する不利益
ふりえき

には大
おお

きなものがあり、新
あたら

しい法
ほう

の

支援
しえん

がこれらの者
もの

に普
あまね

く及
およ

ぼされることが確 認
かくにん

されるべきである。 

 

第
だい

４ 他
ほか

の者
もの

との 平 等
びょうどう

の権利
けんり

の保 障
ほしょう

、個別
こべつ

事 情
じじょう

に最
もっと

も相応
ふさわ

しい（合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を尽
つ

くした）支援
しえん

の保 障
ほしょう

 

 … 平 等
びょうどう

に扱
あつか

われてこなかった現 実
げんじつ

を直 視
ちょくし

し、 平 等
びょうどう

な権利
けんり

、社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

と

個別
こべつ

事 情
じじょう

に即
そく

した支援
しえん

を… 

 障 害 者
しょうがいしゃ

には、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

、政治
せいじ

参加
さんか

、教 育
きょういく

、労 働
ろうどう

、司法
しほう

、表 現
ひょうげん

の自由
じゆう

、プライバシ
ぷ ら い ば し

ー、市民
しみん

活 動
かつどう

、文化
ぶんか

等
とう

、あらゆる分野
ぶんや

において、他
ほか

の者
もの

との同 等
どうとう

、

平 等
びょうどう

の権利
けんり

が保 障
ほしょう

される。 

 この法
ほう

はそのことを基礎
き そ

としており、障 害 者
しょうがいしゃ

に新
あら

たに特 別
とくべつ

の権利
けんり

を付与
ふ よ

するものでは

なく、 従 前
じゅうぜん

保 障
ほしょう

されてこなかった 当 然
とうぜん

の権利
けんり

の 保 障
ほしょう

が 十 分
じゅうぶん

に尽
つ

くされるように、

具体的
ぐたいてき

に各 条 項
かくじょうこう

に規定
きてい

されたものである。 

 そして、個々
こ こ

の 障 害 者
しょうがいしゃ

の暮
く

らしにおいて 当 然
とうぜん

に 必 要
ひつよう

とされるその個別
こべつ

事 情
じじょう

に最
もっと

も

相応
ふさわ

しい合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が欠 如
けつじょ

してきたことによる社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の不利益
ふりえき

は依然
いぜん

として大
おお

きく、 障 害 者
しょうがいしゃ

にとって、各自
かくじ

の個別
こべつ

の 事 情
じじょう

に 最
もっと

も相応
ふさわ

しい、 当 然
とうぜん

に 必 要
ひつよう

とされる

合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が欠 如
けつじょ

してきたことによる社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の不利益
ふりえき

は依然
いぜん

として大
おお

きく、そ

れを埋
う

める公 的
こうてき

な支援
しえん

が尽
つ

くされることをめざして本 法
ほんほう

は制 定
せいてい

される。 

 

第
だい

５ 障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

への転 換
てんかん

 

 …障 害
しょうがい

の自己
じ こ

責 任
せきにん

、家族
かぞく

責 任
せきにん

からの解 放
かいほう

… 

権利
けんり

条 約
じょうやく

の考
かんが

え方
かた

の基礎
き そ

である障 害
しょうがい

の医学
いがく

モデル
も で る

から社 会
しゃかい

モデル
も で る

への転 換
てんかん

を図
はか

る

べきである。 
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それは、障 害
しょうがい

は個人
こじん

に責 任
せきにん

がなく、参加
さんか

を拒
こば

んでいる社 会
しゃかい

の側
がわ

に責 任
せきにん

があるとする

考
かんが

え方
かた

を基礎
き そ

としており、わが国
くに

で根強
ねづよ

い障 害
しょうがい

の個人
こじん

責 任
せきにん

、家族
かぞく

責 任
せきにん

を否定
ひてい

し、障 害
しょうがい

に 基
もと

づく 様 々
さまざま

な不利益
ふりえき

が一部
いちぶ

の 人
ひと

に 偏
へん

在
ざい

している不
ふ

平 等
びょうどう

を 解 消
かいしょう

し、 平 等
びょうどう

な

社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

するために社 会
しゃかい

が支
ささ

えることをこの法 律
ほうりつ

は目 的
もくてき

とする。 

 

第
だい

６ 公 的
こうてき

支援
しえん

を活 用
かつよう

しながらの労 働
ろうどう

 

 …働
はたら

きたい誰
だれ

にでも誇
ほこ

りある労 働
ろうどう

を… 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

は、就 労
しゅうろう

支援
しえん

の強 化
きょうか

を謳
うた

いながら、就 労
しゅうろう

支援
しえん

のために利 用 料
りようりょう

を

徴 収
ちょうしゅう

し、通 勤
つうきん

や職
しょく

場 内
じょうない

での支援
しえん

を認
みと

めない（認
みと

めるのは極
きわ

めて例 外
れいがい

）矛 盾
むじゅん

があった。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の尊 厳
そんげん

ある労 働
ろうどう

を保 障
ほしょう

するための新 法
しんぽう

の構 築
こうちく

が求
もと

められる。 

 これは、障 害 者
しょうがいしゃ

の労 働
ろうどう

基本権
きほんけん

保 障 法
ほしょうほう

等
とう

の別途
べっと

の個別
こべつ

法 律
ほうりつ

にて十 分
じゅうぶん

に規定
きてい

すること

が必 要
ひつよう

である。 

 

第
だい

７ 医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の連 携
れんけい

の重 要 性
じゅうようせい

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の地域
ちいき

での保 障
ほしょう

 

障 害 者
しょうがいしゃ

各自
かくじ

の 医 療
いりょう

や福祉
ふくし

を 選 択
せんたく

し利用
りよう

する権利
けんり

に 基
もと

づき、 医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の 責 任
せきにん

範囲
はんい

を区別
くべつ

しつつ、互
たが

いに連 携
れんけい

して支援
しえん

することは重 要
じゅうよう

である。 

この法
ほう

の実施
じっし

にあたり、どんなに重
おも

い障 害
しょうがい

を持
も

っていても自身
じしん

の望
のぞ

む地域
ちいき

で自立
じりつ

した

生 活
せいかつ

ができるよう、本 人
ほんにん

の選 択
せんたく

に基
もと

づき医 療
いりょう

との連 携
れんけい

を図
はか

り、十 分
じゅうぶん

な質
しつ

を備
そな

え

た必 要
ひつよう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

（精 神
せいしん

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

は除
のぞ

く）が支援
しえん

されるよう務
つと

める。医 療
いりょう

が

責 任
せきにん

を持
も

つケア
け あ

を安易
あんい

に福祉
ふくし

に押
お

し付
つ

けてはならないことを 前 提
ぜんてい

に、 本 人
ほんにん

の 生 存
せいぞん

と

生 活
せいかつ

の支援
しえん

の観 点
かんてん

から実 情
じつじょう

に即
そく

した医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

が保 障
ほしょう

されるべきである。 

 但
ただ

し、精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

及
およ

び福祉
ふくし

の分野
ぶんや

においては、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の名
な

のもとに本 人
ほんにん

の

意思
い し

を尊 重
そんちょう

しないことが問 題
もんだい

視
し

されている点
てん

に十 分
じゅうぶん

に留 意
りゅうい

しなければならず、原 則
げんそく

として、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

についての医 療
いりょう

は、医
い

療 法
りょうほう

において規定
きてい

されるべきものである。 

 

第
だい

８ 権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

の設置
せっち

 

この法
ほう

における権利
けんり

を十 全
じゅうぜん

に保 障
ほしょう

し、かつ侵 害
しんがい

されないために、権利
けんり

保 障
ほしょう

・擁護
ようご

機関
きかん

設置
せっち

の必 要 性
ひつようせい

を提 言
ていげん

する。 

この法 律
ほうりつ

による障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

を保 障
ほしょう

し、権利
けんり

侵 害
しんがい

されないために権利
けんり

擁護者
ようごしゃ

制度
せいど

を置
お

くべきと考
かんが

える。権利
けんり

擁護者
ようごしゃ

は行 政
ぎょうせい

および事 業 所
じぎょうしょ

から独 立
どくりつ

して作
つく

られた権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

によって提 供
ていきょう

されるべきである。権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

の構 成 員
こうせいいん

の過半数
かはんすう

を障 害 者
しょうがいしゃ

とし、

国
くに

は 十 分
じゅうぶん

な 財 政
ざいせい

保 障
ほしょう

を 行
おこな

うべきである。権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

は障 害 者
しょうがいしゃ

の要 請
ようせい

に 基
もと

づき
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公費
こうひ

で弁護士
べんごし

を個別
こべつ

障 害 者
しょうがいしゃ

に保 障
ほしょう

することが望
のぞ

まれる。 

そして、これらの権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

は、本 法
ほんほう

に限
かぎ

らず、「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

」「障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

禁止法
きんしほう

」その他
た

障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する 関 係
かんけい

法 令
ほうれい

に関
かん

する権利
けんり

の擁護
ようご

全 般
ぜんぱん

を

司
つかさど

る機関
きかん

とすることが望
のぞ

ましい。 

 

第
だい

９ 現 行
げんこう

の民 法
みんぽう

等
とう

に基
もと

づく成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

の抜本的
ばっぽんてき

改 革
かいかく

の必 要 性
ひつようせい

の提 言
ていげん

 

１ 現 行
げんこう

成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

の廃止
はいし

を含
ふく

めた抜 本
ばっぽん

改 革
かいかく

 

 民 法
みんぽう

等
とう

に基
もと

づく現 行
げんこう

の成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

は、本 人
ほんにん

の意思
い し

、意向
いこう

を引
ひ

き出
だ

して支援
しえん

する

という 本 来
ほんらい

のあり 方
かた

よりも、 本 人
ほんにん

の意思
い し

能 力
のうりょく

と 財 産
ざいさん

管理
かんり

を 中 心
ちゅうしん

とする 生 活 上
せいかつじょう

の

権利
けんり

を否定
ひてい

、剥 奪
はくだつ

し、本 人
ほんにん

の権 能
けんのう

のほとんどが後 見 人
こうけんにん

に権 限
けんげん

として移管
いかん

される仕組
し く

み

と批判
ひはん

されており、権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

１２条
じょう

２項
こう

「締 結
ていけつ

国
くに

は、障 害
しょうがい

のある人
ひと

が生 活
せいかつ

のあら

ゆる側 面
そくめん

において他
ほか

の者
もの

との 平 等
びょうどう

を基礎
き そ

として法 的
ほうてき

能 力
のうりょく

を 享
きょう

有
ゆう

することを認
みと

め

る。」等
とう

の規定
きてい

の趣旨
しゅし

に照
て

らしても、本 質 的
ほんしつてき

に問 題
もんだい

が大
おお

きく、一 旦
いったん

廃止
はいし

することを含
ふく

め、

本 人
ほんにん

の意思
い し

と 能 力
のうりょく

を 最 大 限
さいだいげん

尊 重
そんちょう

し、それを基礎
き そ

として 側 面
そくめん

から支援
しえん

する仕組
し く

みに

抜本的
ばっぽんてき

に改 革
かいかく

されるべきである。 

 ２ 報 酬
ほうしゅう

援 助
えんじょ

 

現 行
げんこう

の成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

の抜 本
ばっぽん

改 革
かいかく

を前 提
ぜんてい

として、自己
じ こ

決 定
けってい

、意思
い し

形 成
けいせい

に関
かん

する

支援員
しえんいん

のための報 酬
ほうしゅう

援 助
えんじょ

金
きん

を請 求
せいきゅう

する権利
けんり

を保 障
ほしょう

するべきと考
かんが

える。 

「契約
けいやく

制度
せいど

」等
とう

における障 害 者
しょうがいしゃ

の自己
じ こ

決 定
けってい

を実 効 的
じっこうてき

に保 障
ほしょう

するため、上 記
じょうき

の現 行
げんこう

成 年
せいねん

後 見 人
こうけんにん

制度
せいど

の抜本的
ばっぽんてき

改 革
かいかく

を前 提
ぜんてい

として、本 人
ほんにん

の自己
じ こ

決 定
けってい

、意思
い し

形 成
けいせい

への支援
しえん

に関
かん

する支援員
しえんいん

のための報 酬
ほうしゅう

援 助
えんじょ

金
きん

が本 人
ほんにん

に個別
こべつ

給 付
きゅうふ

請 求 権
せいきゅうけん

として保 障
ほしょう

される

ような法制度
ほうせいど

改 革
かいかく

が必 要
ひつよう

である。 

 

第
だい

１０ 共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

実 現
じつげん

のための幅 広
はばひろ

い世論
せろん

の共 感
きょうかん

が必 要
ひつよう

 

 …共
とも

に生
い

きる社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

するために広 報
こうほう

、世論
せろん

喚起
かんき

を… 

 推 進
すいしん

会議
かいぎ

第一次
だいいちじ

意見
いけん

第
だい

２の「改 革
かいかく

の基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

の５」は、「共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

」の実 現
じつげん

である。 

 障 害
しょうがい

は誰
だれ

にでも何時
い つ

にでも起
お

こりうるものであるが、現 実
げんじつ

には社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

・負担
ふたん

が

一部
いちぶ

の人
ひと

に偏 在
へんざい

、固定
こてい

していることが不公平
ふこうへい

・不
ふ

平 等
びょうどう

なのである。 

 この不
ふ

平 等
びょうどう

を解 消
かいしょう

することが大 切
たいせつ

であり、そのためにはこの障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

制度
せいど

改 革
かいかく

が障 害
しょうがい

のある人
ひと

に限
かぎ

らない全
すべ

てのひとにとってわがこととして共 感
きょうかん

することが重 要
じゅうよう

で

ある。 
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 教 育
きょういく

・広 報
こうほう

等
とう

も含
ふく

めて幅 広
はばひろ

い世論
せろん

の共 感
きょうかん

が得
え

られなければ改 革
かいかく

の成 功
せいこう

はなし遂
と

げられない。 

 その観 点
かんてん

を実 現
じつげん

することを目 的
もくてき

とした具体的
ぐたいてき

制度
せいど

を新 法
しんぽう

に組
く

み入
い

れる必 要
ひつよう

がある。 

 

第 四 章
だいよんしょう

 論 点
ろんてん

と意見
いけん

 

第
だい

１ 【法
ほう

の名 称
めいしょう

】「障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の支援
しえん

を権利
けんり

として総 合 的
そうごうてき

に保 障
ほしょう

する

法 律
ほうりつ

」 

 基本
きほん

合意
ごうい

第 一 条
だいいちじょう

において、「そこにおいては、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
せさく

の充 実
じゅうじつ

は、憲 法
けんぽう

等
とう

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし

を支援
しえん

するものであることを基本
きほん

とする。」と確 認
かくにん

され

ている。 

 恩 恵 的
おんけいてき

歴史
れきし

を辿
たど

ってきた日本
にほん

においては法
ほう

の名 称
めいしょう

に「福祉
ふくし

」も用
もち

いないほうが適 切
てきせつ

である。 

 「人 権
じんけん

保 障
ほしょう

としての障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

」を確 認
かくにん

することがなにより大 切
たいせつ

である。 

「憲 法
けんぽう

に基
もと

づく基本的
きほんてき

人 権
じんけん

保 障
ほしょう

としての障 害 者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

」を確 立
かくりつ

しなければ、すべ

ては「行 政
ぎょうせい

施策
せさく

上
じょう

の裁 量 権
さいりょうけん

」に収 斂
しゅうれん

され、当事者
とうじしゃ

が支援
しえん

の中身
なかみ

に立
た

ち入
い

ることはで

きない。 

① 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の国内法
こくないほう

化
か

という法
ほう

制 定
せいてい

の意義
い ぎ

に鑑
かんが

みれば、権利
けんり

という文 言
ぶんげん

は

不可欠
ふかけつ

。 

② 障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

保 障
ほしょう

の法規
ほうき

の確 立
かくりつ

こそが重 要
じゅうよう

という認 識
にんしき

を関 係 者
かんけいしゃ

が 共 有
きょうゆう

し、

基本
きほん

合意
ごうい

で確 認
かくにん

されたことを活
い

かす。 

③ 本 法
ほんほう

のメイン
め い ん

の守備
しゅび

範囲
はんい

を明 確
めいかく

にするため、「社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の支援
しえん

」を入
い

れる。 

④ 誰
だれ

もが制度
せいど

の谷間
たにま

にこぼれ落
お

ちない総 合 的
そうごうてき

な支援
しえん

の必 要 性
ひつようせい

を法 名
ほうめい

に入
い

れるべき。 

  これは、本 法
ほんほう

に基
もと

づく支援
しえん

が、上 記
じょうき

③の「社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

」を中 心
ちゅうしん

としながら、わが国
くに

で顕 著
けんちょ

な縦割
たてわ

り行 政
ぎょうせい

の仕組
し く

みで支援
しえん

が分 断
ぶんだん

されがちの支 障
ししょう

を解 消
かいしょう

し、教 育
きょういく

、労 働
ろうどう

、

交 通
こうつう

等
とう

の関 係
かんけい

隣 接
りんせつ

分野
ぶんや

にも柔 軟
じゅうなん

に適 用
てきよう

、利用
りよう

できることを強 調
きょうちょう

する狙
ねら

いがある。 

 以 上
いじょう

から、この名 称
めいしょう

が適 切
てきせつ

と考
かんが

える。 

 

第
だい

２ 【前 文
ぜんぶん

の必 要 性
ひつようせい

】 

 結 論
けつろん

：前 文
ぜんぶん

はこの法
ほう

に必須
ひっす

である。 

 議員
ぎいん

立 法
りっぽう

にあっても 内 閣
ないかく

提 出 法
ていしゅつほう

には付
つ

けないなどという 旧 弊
きゅうへい

に 縛
しば

られる 必 要
ひつよう

は

何
なん

らない。 

 全 国
ぜんこく

１０００万 人
まんにん

を超
こ

えると思
おも

われる障 害 者
しょうがいしゃ

と、その家族
かぞく

、支援者
しえんしゃ

、一 般
いっぱん

国 民
こくみん

、全
すべ
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ての人
ひと

にとって、今 回
こんかい

の改 革
かいかく

の経緯
けいい

と理念
りねん

が伝
つた

わり、新 法
しんぽう

の意義
い ぎ

を関 係 者
かんけいしゃ

が共 有
きょうゆう

し、

個別
こべつ

規定
きてい

の解 釈
かいしゃく

指針
ししん

とするためにも、前 文
ぜんぶん

でこの法
ほう

の精 神
せいしん

を高
たか

らかに謳
うた

うことが改 革
かいかく

を

成 功
せいこう

させるためにも不可欠
ふかけつ

である。 

 

第
だい

３ 【そもそも、この総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

は、誰
だれ

の何
なに

のためにつくるのか？】 

 障 害
しょうがい

をもつ 人 々
ひとびと

が普通
ふつう

の市民
しみん

として生
い

きるために 必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

な社 会 的
しゃかいてき

支援
しえん

を行
おこな

う

ため。ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

の全
すべ

ての段 階
だんかい

における個人
こじん

の尊 厳
そんげん

の保 障
ほしょう

を図
はか

るための制度
せいど

。 

 これは現 在
げんざい

障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

だけでない全
すべ

ての市民
しみん

のためのものである。 

 また、 何
なん

らかの機能
きのう

障 害
しょうがい

あるいは 疾 病
しっぺい

を持
も

ち、 生 命
せいめい

の維持
い じ

および 一 般
いっぱん

の市民
しみん

と

平 等
びょうどう

に人
ひと

としての尊 厳
そんげん

を尊 重
そんちょう

され幸 福
こうふく

追 求 権
ついきゅうけん

をもち、社 会
しゃかい

の一 員
いちいん

として社 会
しゃかい

に参加
さんか

するにあたって支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

のためである。 

 なおこれらの人
ひと

についてはその居 住 地
きょじゅうち

、性 別
せいべつ

、国 籍
こくせき

、年 齢
ねんれい

、施設
しせつ

・病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

、

入 所
にゅうしょ

しているか 否
いな

か、 矯 正
きょうせい

施設
しせつ

刑事
けいじ

施設
しせつ

（ 受 刑 者
じゅけいしゃ

には一 定
いってい

の制 約
せいやく

はありうるが）

入 管
にゅうかん

施設
しせつ

にいれられているか否
いな

かを問
と

わず 平 等
びょうどう

にこの法
ほう

の対 象
たいしょう

として権利
けんり

を持
も

つ。 

 この法 律
ほうりつ

は障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の国 内
こくない

履行
りこう

のための法 律
ほうりつ

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

１条 目 的
じょうもくてき

３条
じょう

一 般
いっぱん

原 則
げんそく

、４条
じょう

一 般 的
いっぱんてき

義務
ぎ む

に照
て

らして、上 記
じょうき

が求
もと

められる。 

 

第
だい

４ 【憲 法
けんぽう

、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

等
とう

と「総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」との関 係
かんけい

をどう考
かんが

えるか？】 

 基本
きほん

合意
ごうい

で確 認
かくにん

された「障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の支援
しえん

」ということ、憲 法
けんぽう

に基
もと

づく

制度
せいど

ということが明 文
めいぶん

で記載
きさい

されることが必須
ひっす

である。 

 基本
きほん

合意書
ごういしょ

第 一 条
だいいちじょう

「新
あら

たな総 合 的
そうごうてき

な福祉
ふくし

法 制
ほうせい

においては、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
せさく

の充 実
じゅうじつ

は、

憲 法
けんぽう

等
とう

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし

を支援
しえん

するものであることを基本
きほん

とする。」

が新 法
しんぽう

の基本
きほん

である。 

 個人
こじん

の尊 厳
そんげん

（憲 法
けんぽう

１３条
じょう

）と生 存 権
せいぞんけん

（憲 法
けんぽう

２５条
じょう

）が 平 等
びょうどう

に保 障
ほしょう

される（憲 法
けんぽう

１４条
じょう

）ことが障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の本 質
ほんしつ

であり例
たと

えば 

 「この法 律
ほうりつ

は、憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

、第
だい

１４条
じょう

、第
だい

２５条
じょう

、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の精 神
せいしん

に基
もと

づき、国
くに

・自治体
じちたい

・公
こう

権 力
けんりょく

が、障 害
しょうがい

を持
も

つ市民
しみん

一人
ひとり

ひとりが人
ひと

とし

て尊 厳
そんげん

ある暮
く

らしを営
いとな

むことのできる権利
けんり

を十 分
じゅうぶん

に保 障
ほしょう

し、障 害
しょうがい

を持
も

つ市民
しみん

が当
あ

たり

前
まえ

の市民
しみん

として社 会
しゃかい

参加
さんか

できるための実 質 的
じっしつてき

な機会
きかい

平 等
びょうどう

を保 障
ほしょう

し、障 害
しょうがい

を持
も

つこ

とに対
たい

する社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

、不
ふ

平 等
びょうどう

を解 消
かいしょう

する義務
ぎ む

を尽
つ

くすべきことを明
あき

らかにする。」

等
とう

の条 項
じょうこう

が必 要
ひつよう

。 

 基本法
きほんほう

自体
じたい

について、差別
さべつ

禁止法
きんしほう

及
およ

び支援
しえん

権利
けんり

保 障 法
ほしょうほう

の 上 位
じょうい

法規
ほうき

として、さらに
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権利性
けんりせい

を 強
つよ

める 改 正
かいせい

を 実 行
じっこう

することを 前 提
ぜんてい

に（基本法
きほんほう

においてある程度
ていど

の権利
けんり

の

抽 象 性
ちゅうしょうせい

は止
や

むを得
え

ないが）、下位
か い

規範
きはん

としての位置付
い ち づ

けを「基
もと

づき」等
とう

として明確化
めいかくか

する

べき。 

 

第
だい

５ 【障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の「保護
ほ ご

の客 体
きゃくたい

から権利
けんり

の主 体
しゅたい

への転 換
てんかん

」「医学
いがく

モデル
も で る

か

ら社 会
しゃかい

モデル
も で る

への転 換
てんかん

」をふまえた理念
りねん

規定
きてい

についてどう考
かんが

えるか？】 

法
ほう

の理念
りねん

規定
きてい

を作
つく

るべきである。 

 従 来
じゅうらい

、 障 害 者
しょうがいしゃ

対 策
たいさく

実施
じっし

の 反 射 的
はんしゃてき

利益
りえき

を 享 受
きょうじゅ

する受
う

け身
み

の 客 体
きゃくたい

に過
す

ぎなかった

機能
きのう

障 害 者
しょうがいしゃ

は、自力
じりき

で更 生
こうせい

する努 力
どりょく

をして障 害
しょうがい

を克 服
こくふく

し、更 生
こうせい

のための障 害 者
しょうがいしゃ

の

努 力
どりょく

を支援
しえん

するのが福祉
ふくし

の目 的
もくてき

だとされてきた。 

 そうではなく、「障 害
しょうがい

の本 質
ほんしつ

とは、機能
きのう

障 害
しょうがい

を有
ゆう

する市民
しみん

の様 々
さまざま

な社 会
しゃかい

への参加
さんか

を

妨
さまた

げている障 壁
しょうへき

にほかならないことをここに確 認
かくにん

し、機能
きのう

障 害
しょうがい

を持
も

つ市民
しみん

を排
はい

除
じょ

しない

ようにする義務
ぎ む

が社 会
しゃかい

、公 共
こうきょう

にあることが今後
こんご

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の基本
きほん

理念
りねん

として確 認
かくにん

さ

れる」等
とう

と規定
きてい

されるべき。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

制度
せいど

の存 在
そんざい

意義
い ぎ

は「障 害
しょうがい

を持
も

つあなたは何
なに

も悪
わる

くない、何
なに

の責 任
せきにん

もな

い、障 害
しょうがい

による様 々
さまざま

な社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

、不
ふ

平 等
びょうどう

を公 的
こうてき

に支
ささ

えるからこの社 会
しゃかい

で共
とも

に

生
い

きていきましょう。」そういうメッセージ
め っ せ ー じ

を与
あた

え、そのための具体的
ぐたいてき

支援
しえん

をすることである。 

 

第
だい

６ 【推 進
すいしん

会議
かいぎ

では「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」の明記
めいき

が不可欠
ふかけつ

との確 認
かくにん

がされ、推 進
すいしん

会議
かいぎ

・第一次
だいいちじ

意見書
いけんしょ

では「すべての障 害 者
しょうがいしゃ

が、自
みずか

ら選 択
せんたく

した地域
ちいき

において自立
じりつ

し

た生 活
せいかつ

を営
いとな

む権利
けんり

を有
ゆう

することを確 認
かくにん

するとともに、その実 現
じつげん

のための支援
しえん

制度
せいど

の構 築
こうちく

を目指
め ざ

す」と記
しる

された。これを受
う

けた規定
きてい

をどうするか?】 

 新 法
しんぽう

の前 文
ぜんぶん

で「すべての障 害 者
しょうがいしゃ

が、自
みずか

ら選 択
せんたく

した地域
ちいき

において自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む権利
けんり

」が憲 法
けんぽう

１３条
じょう

、１４条
じょう

、２１条
じょう

、２２条
じょう

、２５条
じょう

等
とう

に基礎
き そ

づけられた権利
けんり

であ

ることを明
あき

らかとした上
うえ

で、各 種
かくしゅ

支援
しえん

規定
きてい

を設
もう

けるに際
さい

して、この権利
けんり

が実 質 的
じっしつてき

に確保
かくほ

されるためのより具体的
ぐたいてき

な権利
けんり

規定
きてい

ないし請 求 権
せいきゅうけん

規定
きてい

を置
お

くべきである。 

 「すべての 障 害 者
しょうがいしゃ

が、 自
みずか

ら 選 択
せんたく

した地域
ちいき

において自立
じりつ

した 生 活
せいかつ

を 営
いとな

む権利
けんり

」は、

障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条
じょう

約
やく

１９条
じょう

でも 定
さだ

められている 重 要
じゅうよう

な権利
けんり

であり、その具体的
ぐたいてき

内 容
ないよう

も

多岐
た き

にわたる。障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条
じょう

約
やく

１９条
じょう

では、（Ａ）から（Ｃ）項
こう

が掲
かか

げられているが、こ

れは例示
れいじ

列 挙
れっきょ

と解
かい

すべきであり、新 法
しんぽう

ではこの権利
けんり

の実 質 的
じっしつてき

確保
かくほ

のため、さらに十 分
じゅうぶん

に内 容
ないよう

を検 討
けんとう

した上
うえ

で、各 種
かくしゅ

支援
しえん

を定
さだ

めるに際
さい

して、この権利
けんり

の趣旨
しゅし

を十 分
じゅうぶん

に踏
ふ

ま

えた権利
けんり

規定
きてい

ないし請 求 権
せいきゅうけん

規定
きてい

を置
お

くべきである。 
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 個別
こべつ

規定
きてい

としては、 

「１項
こう

 障
しょう

がいのある人
ひと

は、みずからの意思
い し

に基
もと

づきどこに住
す

むかを決
き

める権利
けんり

、どのよ

うに暮
く

 らしていくかを決
き

める権利
けんり

、特 定
とくてい

の様 式
ようしき

での生 活
せいかつ

を 強 制
きょうせい

されない権利
けんり

が

保 障
ほしょう

される。 

 ２項
こう

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、障
さわ

がいのある人
ひと

に対
たい

して前 項
ぜんこう

の権利
けんり

を保 障
ほしょう

する

公 的
こうてき

義務
ぎ む

がある。」などの条 項
じょうこう

を設
もう

ける。 

 

第
だい

７ 【障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

の概 念
がいねん

をどう捉
とら

えるか？その際
さい

、「家族
かぞく

への依存
いぞん

」の問 題
もんだい

をど

う考
かんが

えるか？】 

 自立
じりつ

概 念
がいねん

については、自律
じりつ

自己
じ こ

決 定
けってい

と同時
どうじ

に、支援
しえん

を受
う

けた上
うえ

での自律
じりつ

自己
じ こ

決 定
けってい

とと

らえられるべきであり、さらに自律
じりつ

自己
じ こ

決 定
けってい

の前 提
ぜんてい

は選択肢
せんたくし

の保 障
ほしょう

であり、自律
じりつ

の概 念
がいねん

規定
きてい

以前
いぜん

に選択肢
せんたくし

保 障
ほしょう

が法 的
ほうてき

になされるべきである。選択肢
せんたくし

保 障
ほしょう

のないところに自己
じ こ

決 定
けってい

はない。 国
くに

・自治体
じちたい

が 公 的
こうてき

に保 障
ほしょう

するべき障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

が家族
かぞく

に依存
いぞん

することは

否定
ひてい

されるべき。 

 自立
じりつ

はたんに経 済 的
けいざいてき

自活
じかつ

や、一人
ひとり

で何
なに

もかもできることではないということが確 認
かくにん

され

るべきである。そうでないと「自立
じりつ

」のために 一 生
いっしょう

訓 練
くんれん

に 費
つい

やすことを強
し

いられたり、

全 生 活
ぜんせいかつ

を医 療
いりょう

の 傘
かさ

に下
した

に置
お

かれることになり、障 害
しょうがい

を持
も

つ者
もの

が他
ほか

の者
もの

と 平 等
びょうどう

に

扱
あつか

われないことになる。 

 また病 院
びょういん

・施設
しせつ

しか生
い

きる場
ば

がない、あるいは限
かぎ

られた選択肢
せんたくし

を押
お

し付
つ

けられるというこ

とがないよう、選択肢
せんたくし

の保 障
ほしょう

は自律
じりつ

自己
じ こ

決 定
けってい

の前 提
ぜんてい

である。 

 なお否定
ひてい

されるべき「家族
かぞく

への依存
いぞん

」は、障 害 者
しょうがいしゃ

の家族
かぞく

への依存
いぞん

のことでなく、国
くに

が果
は

た

すべき支援
しえん

を家族
かぞく

へ依存
いぞん

していることである。 

 

第
だい

８ 【「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」を担保
たんぽ

していくために、サービス
さ ー び す

選 択 権
せんたくけん

を前 提
ぜんてい

とし

た受 給 権
じゅきゅうけん

が必 要
ひつよう

との意見
いけん

があるが、これについてどう考
かんが

えるか？】 

 当事者
とうじしゃ

に支援
しえん

選 択 権
せんたくけん

のあることを条 文
じょうぶん

で明記
めいき

すべき。 

 なお、「受 給 権
じゅきゅうけん

」なる表 現
ひょうげん

は、施策
せさく

の客 体
きゃくたい

としての受
う

け身
み

の存 在
そんざい

を前 提
ぜんてい

としており、

今 回
こんかい

の改 革
かいかく

の方 針
ほうしん

に照
て

らして相応
ふさわ

しくない。 

 そして、支援
しえん

選 択 権
せんたくけん

を実 効
じっこう

あらしめるために、地域
ちいき

の中
なか

に多様
たよう

で 選 択
せんたく

できる社 会
しゃかい

資源
しげん

や支援
しえん

システム
し す て む

が，地域
ちいき

格差
かくさ

なく用意
ようい

されていく必 要
ひつよう

があり、国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

に

は、それらの整備
せいび

義務
ぎ む

のあることが明記
めいき

されなければ、支援
しえん

選 択 権
せんたくけん

は絵
え

に描
か

いた餅
もち

になる。 

 支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

の根 拠
こんきょ

は憲 法
けんぽう

第
だい

１３条
じょう

の自己
じ こ

決 定 権
けっていけん

であり、当事者
とうじしゃ

に選 択 権
せんたくけん

があ
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ることが 根 本
こんぽん

である。 在 宅
ざいたく

支援
しえん

を 求
もと

める当事者
とうじしゃ

に 公
こう

権 力
けんりょく

が 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

への 入 所
にゅうしょ

を

選 択
せんたく

する権 限
けんげん

は原理的
げんりてき

にない。 

 それにも関
かか

わらず、それを条 文
じょうぶん

で明記
めいき

しなければ、そのような不条理
ふじょうり

が抑止
よくし

できない。 

そして、支援
しえん

申 請 権
しんせいけん

を明記
めいき

し、その重 要 性
じゅうようせい

の担保
たんぽ

を制度化
せいどか

する必 要
ひつよう

がある。 

 支援
しえん

申 請 権
しんせいけん

が権利
けんり

として保 障
ほしょう

されていることを明記
めいき

することは当 然
とうぜん

の前 提
ぜんてい

として、

行 政
ぎょうせい

が 申 請
しんせい

をさせないという 申 請
しんせい

拒否
きょひ

行為
こうい

が違法
いほう

であることを明記
めいき

し、処 分 庁
しょぶんちょう

個人
こじん

及
およ

び違法
いほう

行為者
こういしゃ

個人
こじん

に制 裁
せいさい

を課
か

すなど実 効 性
じっこうせい

確保
かくほ

の制度
せいど

が必 要
ひつよう

である。 

 

第
だい

９ 【条 約
じょうやく

第
だい

19条
じょう

の「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられないこと」をふまえた規定
きてい

を盛
も

り込
こ

むか、盛
も

り込
こ

むとしたらどのように盛
も

り込
こ

むか？】 

 特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の意向
いこう

等
とう

を無視
む し

して 強 制
きょうせい

することが問 題
もんだい

であり、

特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

が問 題
もんだい

ではなく、それを 強 制
きょうせい

することが問 題
もんだい

であると考
かんが

えられる。

規定
きてい

するとすれば「本 人
ほんにん

の意
い

に反
かえ

して特 別
とくべつ

な生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を 強 制
きょうせい

してはならない」とす

べきである。 

 

第
だい

１０ 【障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）提 供
ていきょう

にかかる国
くに

ならびに地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の

役 割
やくわり

をどう考
かんが

えるか？】  

 社 会
しゃかい

全 体
ぜんたい

の一 般 的
いっぱんてき

な地域
ちいき

主 権
しゅけん

（地方
ちほう

分 権
ぶんけん

）の方 向 性
ほうこうせい

は否定
ひてい

されるべきでないも

のの、 生 命
せいめい

と個人
こじん

の 尊 厳
そんげん

保 障
ほしょう

に 直 結
ちょっけつ

する 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の分野
ぶんや

において、 国
くに

は

ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

としての 社 会
しゃかい

福祉
ふくし

を 公 的
こうてき

に 保 障
ほしょう

する責務
せきむ

があり、 国
くに

の果
は

たすべき

役 割
やくわり

は大
おお

きい。 

 地域
ちいき

に実施
じっし

を任
まか

せた地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に象 徴
しょうちょう

されるように障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

が、

様 々
さまざま

な地域
ちいき

格差
かくさ

、サービス
さ ー び す

低下
ていか

を招
まね

いたと強
つよ

く批判
ひはん

されており、その反 省
はんせい

にたった改 革
かいかく

が大 切
たいせつ

である。 

 尐
すく

なくとも生
い

きていく上
うえ

で不可欠
ふかけつ

な福祉
ふくし

支援
しえん

については、住
す

んでいる地域
ちいき

によって差
さ

がつけ

られるようなことがあってはならない。常 時
じょうじ

介護
かいご

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

に対
たい

する支援
しえん

について、

地域
ちいき

での生 活
せいかつ

が継 続
けいぞく

可能
かのう

となる最 低
さいてい

保 障
ほしょう

水 準
すいじゅん

については、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

に委
ゆだ

ねる

のではなく、ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

として、制度
せいど

・財 源
ざいげん

の両 面
りょうめん

において国
くに

が責 任
せきにん

を負
お

うべき

である。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）提 供
ていきょう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の生 存
せいぞん

に関
かか

わるものであり、Ａ市
し

に

おいては生
い

きられるが、Ｂ市
し

においては生
い

きられないなどということがあってはならない。 

 いくら地域
ちいき

で暮
く

らすことの自由
じゆう

を言
い

ったところで、そのための支援
しえん

を実施
じっし

する事 業 所
じぎょうしょ

が
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地域
ちいき

に存 在
そんざい

せず、支援員
しえんいん

もいない状 態
じょうたい

では、暮
く

らすことが出来
で き

ず、それは公
こう

権 力
けんりょく

の公 的
こうてき

責 任
せきにん

履行
りこう

義務
ぎ む

違反
いはん

であり、基本的
きほんてき

人 権
じんけん

が保 障
ほしょう

されていない憲 法
けんぽう

空 白
くうはく

地域
ちいき

を意味
い み

する

ものであり、基盤
きばん

整備
せいび

義務
ぎ む

を国
くに

と自治体
じちたい

の法 的
ほうてき

義務
ぎ む

としなくてはならない。 

 また、情 報
じょうほう

格差
かくさ

のもとで障 害 者
しょうがいしゃ

の自己
じ こ

決 定
けってい

の保 障
ほしょう

を実質化
じっしつか

していくための仕組
し く

み作
づく

りの観 点
かんてん

が重 要
じゅうよう

である。国
くに

・自治体
じちたい

の制度
せいど

、施策
せさく

の教 示
きょうじ

・周 知
しゅうち

義務
ぎ む

を徹 底
てってい

し、福祉
ふくし

に

たどり着
つ

けていない 人
ひと

、支援
しえん

のネット
ね っ と

からこぼれ落
お

ちている 人
ひと

を一人
ひとり

でも減
へ

らす 努 力
どりょく

が

必 要
ひつよう

である。 

 

第
だい

１１ 【新 法
しんぽう

の守備
しゅび

範囲
はんい

】 

 障 害 者
しょうがいしゃ

が 一
いち

市民
しみん

として暮
く

らし、 社 会
しゃかい

参加
さんか

するために受
う

けている 社 会 的
しゃかいてき

制 限
せいげん

を

除 去
じょきょ

・是正
ぜせい

するための支援
しえん

一 般
いっぱん

がこの法
ほう

の対 象
たいしょう

である。 

 中
なか

でも、社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の支援
しえん

を中 心
ちゅうしん

の守備
しゅび

範囲
はんい

とする。 

 従 来
じゅうらい

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の分野
ぶんや

を基本
きほん

としながらも、教 育
きょういく

・司法
しほう

・労 働
ろうどう

等
とう

にも横 断 的
おうだんてき

に

適 用
てきよう

できるような法
ほう

制度
せいど

とする。 

 分野
ぶんや

ごとに 分 断
ぶんだん

されてきたわが 国
くに

の縦割
たてわ

り 行 政
ぎょうせい

の 弊 害
へいがい

で、一人
ひとり

の 人 間
にんげん

の支援
しえん

も

分 断
ぶんだん

されて使
つか

いづらい仕組
し く

みであったことを解 消
かいしょう

するため、この法
ほう

の支援
しえん

は他
ほか

の分野
ぶんや

の

垣根
かきね

を超
こ

えて、制度
せいど

の谷間
たにま

のない（シームレス
し ー む れ す

な）支援
しえん

を実 現
じつげん

するため、柔 軟
じゅうなん

に利用
りよう

でき

る制度
せいど

 

 医 療
いりょう

：自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

に相 当
そうとう

する分野
ぶんや

は本 法
ほんほう

の対 象
たいしょう

。 

   排
はい

痰
たん

ケア
け あ

ーなど、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の重
かさ

なる分野
ぶんや

において、本 来 的
ほんらいてき

な範 疇
はんちゅう

を医
い

療 法
りょうほう

に

て定
さだ

めることも前 提
ぜんてい

としながら、障 害 児 者
しょうがいじしゃ

支援
しえん

のために必 要
ひつよう

な規定
きてい

は本 法
ほんほう

に設
もう

ける。 

 労 働
ろうどう

：障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

の廃止
はいし

を 含
ふく

む抜本的
ばっぽんてき

見直
みなお

しとともに障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえん

保 障 法
ほしょうほう

として別個
べっこ

の法 律
ほうりつ

を制 定
せいてい

。日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

の保 障
ほしょう

は本 法
ほんほう

で。 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

： 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

の意見
いけん

にあるように 独
どく

立 法
りっぽう

とすることも

一 考
いっこう

に価
あたい

するが、 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を超
こ

えたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

が 必 要
ひつよう

であり、 今 回
こんかい

は

本 法
ほんほう

の対 象
たいしょう

と考
かんが

える。 

 障 害 児
しょうがいじ

：児童
じどう

福祉法
ふくしほう

を基本
きほん

とするが、 障 害
しょうがい

のある児童
じどう

の 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

にあった支援
しえん

保 障
ほしょう

がなされるための基本的
きほんてき

な権利
けんり

を 本 法
ほんほう

でも規定
きてい

しておく 必 要
ひつよう

がある。 現 在
げんざい

の

行 動
こうどう

援護
えんご

、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

、居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

は障 害 児
しょうがいじ

の権利
けんり

も保 障
ほしょう

するべき。 

 高 齢 者
こうれいしゃ

：介護
かいご

保険法
ほけんほう

が基本
きほん

であるが、障 害
しょうがい

のある高 齢 者
こうれいしゃ

等
とう

が介護
かいご

保険
ほけん

優 先
ゆうせん

利用
りよう

を

義務付
ぎ む づ

けられることが無
な

く施策
せさく

利用
りよう

の選 択 権
せんたくけん

を保 障
ほしょう

するべき。 
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 住 宅
じゅうたく

政 策
せいさく

・移動
いどう

支援
しえん

・交 通
こうつう

バリアフリ
ば り あ ふ り

ー：国 交 省
こっこうしょう

の施策
せさく

との有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

が必 要
ひつよう

。 

 社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

：今 回
こんかい

の改 革
かいかく

の理念
りねん

に照
て

らして必 要
ひつよう

な条 項
じょうこう

の修 正
しゅうせい

。 

 教 育
きょういく

：通 学
つうがく

支援
しえん

、学
がく

校 内
こうない

介護
かいご

等
とう

は本 法
ほんほう

で規定
きてい

。財 源
ざいげん

は文部
もんぶ

科 学 省
かがくしょう

の予算
よさん

。 

 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

：将 来 的
しょうらいてき

には廃止
はいし

の方 向
ほうこう

。 

 

第
だい

１２ 【身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

、精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

、

その他
た

の既存
きそん

の法 律
ほうりつ

のあり方
かた

、並
なら

びに総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

との関 係
かんけい

についてどう考
かんが

える

か？】 

 当 面
とうめん

は、関 連 法
かんれんほう

の必 要
ひつよう

な改 正
かいせい

。 

 障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

ごとの制度
せいど

の谷間
たにま

をなくすことが今 回
こんかい

の法
ほう

制 定
せいてい

の目 的
もくてき

である以 上
いじょう

、

身 体
しんたい

・知的
ちてき

・精 神
せいしん

の障 害
しょうがい

別
べつ

３法
ほう

は廃止
はいし

の方向性
ほうこうせい

を確 認
かくにん

しつつ、５年
ねん

から１０年
ねん

等
とう

の

中 長 期 的
ちゅうちょうきてき

課題
かだい

として実務的
じつむてき

課題
かだい

として進
すす

める。 

精 神
せいしん

分野
ぶんや

については 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

廃止
はいし

とともに 精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 充 実
じゅうじつ

のためにも

精 神
せいしん

に特化
とっか

しない医 療
いりょう

基本法
きほんほう

および患 者
かんじゃ

の権利
けんり

法 制
ほうせい

に統 合
とうごう

するべきである。 

 新 法
しんぽう

の理念
りねん

に則
そく

して、社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

の改 正
かいせい

も必 要
ひつよう

。 

 また発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

も今後
こんご

発 展 的
はってんてき

に新 法
しんぽう

に包 括
ほうかつ

・統 合
とうごう

されるべきである。 

  

 新 法
しんぽう

制 定
せいてい

と同時
どうじ

に「社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

」の改 正
かいせい

が必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

である。 

 「障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

」に関
かん

する規定
きてい

が新 法
しんぽう

に基
もと

づくものに改 正
かいせい

されることは当 然
とうぜん

の前 提
ぜんてい

。 

 それ以外
いがい

の部分
ぶぶん

について。 

 

 改 正 前
かいせいまえ

 

「第
だい

３条
じょう

  （福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の基本的
きほんてき

理念
りねん

）福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

は、個人
こじん

の尊 厳
そんげん

の保持
ほ じ

を旨
むね

とし、その内容
ないよう

は、

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の利用者
りようしゃ

が心身
しんしん

ともに健
すこ

やかに育成
いくせい

され、又
また

はその有
ゆう

する能力
のうりょく

に応
おう

じ自立
じりつ

した

日常
にちじょう

生 活
せいかつ

を営
いとな

むことができるように支援
しえん

するものとして、良質
りょうしつ

かつ適 切
てきせつ

なものでなければならな

い。 」 

   ↓ 

  改正後 

「第
だい

３条
じょう

  （福祉
ふくし

支援
しえん

の基本的
きほんてき

理念
りねん

） 
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１ 福祉
ふくし

支援
しえん

は、個人
こじん

の尊 厳
そんげん

の尊重
そんちょう

を旨
むね

とし、その内容
ないよう

は、福祉
ふくし

支援
しえん

の利用者
りようしゃ

の幸福
こうふく

追求
ついきゅう

の権利
けんり

が尊
とうと

ばれ、各自
かくじ

が自立
じりつ

した社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

及
およ

び日常
にちじょう

生 活
せいかつ

を営
いとな

むことができるように支援
しえん

するものとし

て、良質
りょうしつ

かつ適 切
てきせつ

なものでなければならない。 

２  福祉
ふくし

支援
しえん

は憲 法
けんぽう

第
だい

２５条
じょう

、第
だい

１３条
じょう

、第
だい

１４条
じょう

等
とう

の個人
こじん

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を保障
ほしょう

することを基本
きほん

と

し、支援
しえん

の最終
さいしゅう

責 任
せきにん

は国
くに

・地方
ちほう

公共
こうきょう

団 体
だんたい

にあることを確認
かくにん

する。」 

   他
ほか

の条項
じょうこう

も サービス
さ ー び す

→支援
しえん

 

   

  事業
じぎょう

体系
たいけい

等
とう

に関
かん

しては、他
ほか

の作業
さぎょう

チーム
ち ー む

の意見
いけん

参照
さんしょう

。 

 

 

第
だい

１３ 【地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

促 進
そくしん

のための時限
じげん

立 法
りっぽう

の必 要 性
ひつようせい

】 

 わが国
くに

では障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

が一 向
いっこう

に進
すす

まない現 実
げんじつ

があり、地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

を 実 現
じつげん

するための 総 合 的
そうごうてき

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

として「地域
ちいき

支援
しえん

充 実
じゅうじつ

と地域
ちいき

移行
いこう

促 進 法
そくしんほう

（仮 称
かしょう

）」といった時限
じげん

立 法
りっぽう

制 定
せいてい

と施行
せこう

が必 要
ひつよう

である。 

 この点
てん

は、地域
ちいき

資源
しげん

チーム
ち ー む

が主
おも

に検 討
けんとう

。 

 また、このプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

が 国 民 的
こくみんてき

課題
かだい

として 周 知
しゅうち

され、 官 民
かんみん

一 体
いったい

となった

ムーブメント
む ー ぶ め ん と

となるよう、政府
せいふ

広 報
こうほう

を行
おこな

うことはもとより、定期的
ていきてき

に番 組
ばんぐみ

を放 映
ほうえい

する、

民 放
みんぽう

を含
ふく

めテレビ
て れ び

で積 極 的
せっきょくてき

に取
と

り上
あ

げてもらうよう活 動
かつどう

するなど積 極
せっきょく

・果敢
かかん

な活 動
かつどう

が必 要
ひつよう

である。 

 

以 上
いじょう
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理念
りねん

・ 目 的
もくてき

チーム
ちーむ

についての 主 要
しゅよう

な意見
いけん

【補 足 版
ほそくばん

】 

■「 障 害 者
しょうがいしゃ

の 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の支援
しえん

を権利
けんり

として 総 合 的
そうごうてき

に 保 障
ほしょう

する 法 律
ほうりつ

」（ 案
あん

）

についての 主 要
しゅよう

な意見
いけん

 

＊ 本 文 中
ほんぶんちゅう

に書
か

かれている「 本 法
ほんほう

」の 表 記
ひょうき

は「この 法 律
ほうりつ

」にする、障 害
しょうがい

をもつ 人
ひと

の

表 記
ひょうき

は 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

などと 統 一
とういつ

すべき。 

＊ 法
ほう

の 名 称
めいしょう

に 関
かか

わって、広 汎
こうはん

な 領 域
りょういき

について提起
ていき

しているが、総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

とし

ての整備
せいび

を 軸
じく

として他法
たほう

の 関 連
かんれん

領 域
りょういき

についての整備
せいび

をする 法
ほう

とすべきが 適 切
てきせつ

な

この 法
ほう

の位置付
いちづ

けと 思
おも

われる。従
したが

って、その 内 容
ないよう

にふさわしい 名 称
めいしょう

とすべきである。 

＊自立
じりつ

の定義
ていぎ

は、 非 常
ひじょう

に 重 要
じゅうよう

であるにも 拘
こだわ

らずあいまいな 表 現
ひょうげん

になっている。

具 体 的
ぐたいてき

な 表 現
ひょうげん

をすべきである。 例
たと

えば、かわさき 基 準
きじゅん

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

のものを

参 考
さんこう

にしてはどうか（＊かわさき 基 準
きじゅん

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

：「自立
じりつ

」とはすべてを自分
じぶん

でで

きることを意味
いみ

するのではなく、「 自
みずか

らが 望
のぞ

む」、「 主 体 的
しゅたいてき

に 選 択
せんたく

、自己
じこ

決 定
けってい

でき

る」ことであり、家族
かぞく

や地域
ちいき

が 協 力
きょうりょく

することも 含
ふく

めて 実 行
じっこう

、実 現
じつげん

できることを意味
いみ

します）。 

＊ 請 求 権
せいきゅうけん

との 表 記
ひょうき

があるが、解 釈
かいしゃく

によっては自治体
じちたい

の 裁 量 権
さいりょうけん

とも 捉
とら

えられかねず、

むしろ 受 給 権
じゅきゅうけん

と 記
しる

した 方
ほう

がいいのでは。但
ただ

し、受 給 権
じゅきゅうけん

が受
う

け身的
みてき

なニュアンス
にゅあんす

が

あるとすれば、 別
べつ

の 表 現
ひょうげん

を模索
もさく

するのも。 

＊都道府県
とどうふけん

・市 町 村
しちょうそん

の義務
ぎむ

については、表 現
ひょうげん

方 法
ほうほう

の 検 討
けんとう

を、また地方
ちほう

自治体
じちたい

が 担
にな

う 公 的
こうてき

責 任
せきにん

の範囲
はんい

については、国
くに

と地方
ちほう

自治体
じちたい

との 役 割
やくわり

も 含
ふく

めて、今後
こんご

十 分
じゅうぶん

な議論
ぎろん

・ 検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

である。 

＊ 国
くに

・都道府県
とどうふけん

・市 町 村
しちょうそん

の義務
ぎむ

に、24時間
じかん

の支援
しえん

が 必 要
ひつよう

な 障 害 者
しょうがいしゃ

も 含
ふく

めること、

その 際
さい

財 政
ざいせい

調 整
ちょうせい

や支援
しえん

を 保 障
ほしょう

する具 体 的
ぐたいてき

な義務
ぎむ

について明記
めいき

すべき。 

＊ 障 害 児
しょうがいじ

の支援
しえん

を 求
もと

める権利
けんり

の３項 目 目
こうもくめ

は、推 進
すいしん

会議
かいぎ

の第二次
だいにじ

意見
いけん

6)「 障 害
しょうがい

の

ある子
こ

ども」の「 障 害
しょうがい

のある子
こ

ども 及
およ

び家族
かぞく

への支援
しえん

」の趣旨
しゅし

を 踏 襲
とうしゅう

すべき。 

■「 新 法
しんぽう

の理念
りねん

・ 目 的
もくてき

」分野
ぶんや

に 関
かん

する意見
いけん

についての 主 要
しゅよう

な意見
いけん

 

● 第
だい

3 章
しょう

、第
だい

７ 医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の 連 携
れんけい

の 重 要 性
じゅうようせい

、医 療 的
いりょうてき

ケア
けあ

の地域
ちいき

での 保 障
ほしょう

に

ついて 

＊･･･ 医 療 的
いりょうてき

ケア
けあ

（ 精 神
せいしん

医 療 的
いりょうてき

ケア
けあ

は 除
のぞ

く）･･･、とあるが括 弧 内
かっこない

の削除
さくじょ

。また、
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但
ただ

し････ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

についての 医 療
いりょう

は、医
い

療 法
りょうほう

において規定
きてい

されるべきものであ

る。とあるが、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の 医 療
いりょう

を医
い

療 法
りょうほう

に 限 定
げんてい

するような 表 現
ひょうげん

は 修 正
しゅうせい

し

て欲
ほ

しい。 医 療
いりょう

・ 合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ちーむ

でも 統 一
とういつ

した意見
いけん

集 約
しゅうやく

に 至
いた

っていない。 

＊ 連 携
れんけい

するにあたっては 本 人
ほんにん

の意向
いこう

を 尊 重
そんちょう

することが 重 要
じゅうよう

である。また、医 療 的
いりょうてき

ケア
けあ

の 必 要
ひつよう

な 全 身 性
ぜんしんせい

障 害 者
しょうがいしゃ

で、 本 人
ほんにん

が 望
のぞ

まない場合
ばあい

は、ヘルパ
へるぱ

ー 等
とう

の福祉
ふくし

施策
せさく

のみで 対 応
たいおう

すべき。 

● 第
だい

4 章
しょう

、第12 身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福 祉 法
ふくしほう

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

福 祉 法
ふくしほう

･･･ 

＊3 法
ほう

は廃止
はいし

の方向性
ほうこうせい

を 確 認
かくにん

しつつ、･･･ 精 神
せいしん

分野
ぶんや

については････ 精 神
せいしん

に特化
とっか

しない

医 療
いりょう

基 本 法
きほんほう

および 患 者
かんじゃ

の権利
けんり

法 制
ほうせい

に統合
とうごう

するべきである｡とあるが 容 認
ようにん

できない。

理由
りゆう

は、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の 医 療
いりょう

の 問 題
もんだい

は、 入 院 前 後
にゅういんぜんご

を 含
ふく

めての 包 括 的
ほうかつてき

な

対 応
たいおう

が 必 要
ひつよう

であり具 体 的
ぐたいてき

には、保健
ほけん

（ 行 政
ぎょうせい

、保 健 所
ほけんじょ

） 医 療
いりょう

、福祉
ふくし

が関与
かんよ

しな

ければならない。その 際
さい

、非自発的
ひじはつてき

な 入 院
にゅういん

や 治 療
ちりょう

が 提 供
ていきょう

される場合
ばあい

には 人 権 的
じんけんてき

視点
してん

からの「 適 切
てきせつ

な 手 続
てつづき

」きが 必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

である。医
い

療 法
りょうほう

で規定
きてい

することは 困 難
こんなん

であると 考
かんが

える。 

 


